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新家地区にある種河神社（たねかわ）神社では、厄除け、家内安全・無病息

災を祈願する節分祭（湯神楽神事）が行われました。

大祓
おおはらい

という祝詞
のり と

があげられた後、大勢の見物客が見守る中、巫女
み こ

が和楽器の

演奏に合わせて、少し早い春の訪れを告げる華やかな舞を披露。最後は、江戸

時代後期・文政十三年と刻まれた釜で沸かされ、清められたお湯（飲めば一年

間は病気にかからないといわれている）を求めて長蛇の列ができていました。

（２月３日）

霊験
れいげん

あらたかなお湯を求めて‥



信達葛畑
しんだちつづらばた

地区（堀河ダム上流部）の金剛生駒紀泉国定公園内において、整備が進められてき
た里山自然学校「紀泉わいわい村」が来る４月２０日にオープン、その利用申込みを開始しま
した。
紀泉わいわい村は、環境と共生していた里山のくらしを再現し、ＮＰＯ等との連携を図りな

がら、里山の生活体験や自然体験が楽しめる滞在型の施設です。キャンプや茅葺き風の宿泊棟
での宿泊のほか、農作業や里山保全活動を通じて、地球にやさしい生き方や暮らし方のスタイ
ルへの動機付けを行うプログラムやボランティアリーダー等人材育成プログラムなど様々なプ
ログラムを提供します。

施設の概要
▼所在地＝泉南市信達葛畑（しんだちつづらばた）
▼主な施設の内容
▽自然体験ハウス（管理棟、研修室、昔の農家など）
▽茅葺き風の宿泊棟・６棟（６４人収容）
▽キャンプ場・２５サイト（２００人収容）
▽駐車場＝５０台
▽体験フィールド（棚田等の田畑、あぜ道、小川、雑

木林、野原、ビオトープ池など）
※右下の施設概要図をご参照ください。
▼アクセス＝近畿自動車道（阪和道）泉南インターか
ら自動車で１０分
※左に掲載の地図をご参照ください
▼申込み・問合せ＝平成１５年３月３１日までは(財)
大阪ＹＭＣＡ内「紀泉わいわい村」開設準備室（０
６－６４４１－５０８２）へ
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里山の自然学校 
▼農業体験もできます

今月の主な内容

消防本部
水道部
清掃課
保健センター
市民体育館
文化ホール
図書館
青少年センター
人権ふれあいセンター
樽井公民館
新家公民館
信達公民館
西信達公民館
総合福祉センター
（あいぴあ泉南）
埋蔵文化財センター
（古代史博物館）

85－0119
82－6551
83－5875
82－7615
82－1000
82－7767
82－7766
84－3500
83－6447
83－4361
83－9314
83－9264
83－9270

85－0707

83－6789

記事中の問い合わせ

内線番号が書かれたものは、

市役所（83－0001）へ

その他については、下記へ
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泉南市の人口（１月末現在）
人口‥‥‥‥65,280人
男‥‥‥31,855人
女‥‥‥33,425人

世帯数‥‥23,125世帯

紀泉わいわい村利用料金表紀泉わいわい村利用料金表（（税別税別））

個人のご利用・・・・・・・・・個人のご利用・・・・・・・・・
▼滞在型＝▽宿泊棟宿泊（１泊２日２食付）

は大人4,100円～、小・中学生3,200円～

▽キャンプ体験プログラム（１泊２日２食

付）は大人、小・中学生2,400円～

▼日帰り型＝▽体験プログラム（大人、

小・中学生500円～）

団体のご利用・・・・・・・・・団体のご利用・・・・・・・・・
▼滞在型（団体は30人以上）＝▽宿泊棟、

キャンプ場宿泊（１泊２日２食付）で宿泊

棟宿泊の場合は大人3,900円～、小・中学

生は3000円～。キャンプ場利用の場合は

大人、小・中学生は2400円～。

▼日帰り型（学校団体30人、一般団体15

人以上）＝▽里山生活・自然体験プログラ

ム（１時間あたり）は学校団体30人以上

は500円、一般団体15人～29人は800円、

一般団体30人以上は600円。

▼その他＝▽他に様々なオプション（別料

金）設定ができます。詳細はお問い合せく

ださい▽表示料金は１人あたりの料金です

▽利用料金は予定価格で、正式な決定は４

月１日となります▽予約は、電話予約のみ

（日曜・祝日を除く午前10時～午後５時）

です▽申込みは団体（30人以上）は希望

利用日の１年前から、個人は６か月前から

受付します。

４４月月２２００日日((日日))
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〒590－0511 泉南市信達葛畑２０７番地（堀河ダム上流部） 
�０７２４�０６６１／�０７２４�０６６２ 

 
E-mail:ymca-waiwaimura@osakaymca.or.jp
http://www.pref.osaka.jp/midori/

▲薪で炊く五右衛門風呂



推
進
チ
ー
ム
で
は
、
外
国
の
方
を
お

招
き
し
、
そ
の
国
の
お
話
や
外
国
人

か
ら
見
た
日
本
の
感
想
等
を
交
え
な

が
ら
、
茶
話
会
を
開
催
し
ま
す
。

▼
と
き
＝
三
月
十
三
日(

木)

午
後
一
時

半
〜
▼
と
こ
ろ
＝
新
家
・
山
田
家
▼

講
師
＝
ラ
イ
ラ
・
オ
ー
ル
ヴ
ォ
ッ

キ
・
村
瀬
さ
ん
（
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
）

▼
内
容
・
テ
ー
マ
＝
日
本
に
来
て
か

ら
三
〇
年
▼
参
加
費
＝
無
料
▼
定

員
＝
二
〇
人
（
先
着
順
）
▼
申
込

み
＝
三
月
三
日(

月)

〜
三
月
十
日(

月)

の
各
午
前
九
時
〜
午
後
五
時
十
五
分

に
お
電
話
で
政
策
推
進
課
（
(83)
０
０

０
１
・
内
線
二
八
七
）
▼
そ
の
他
＝

お
車
で
の
ご
来
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ

い
▼
問
合
せ
＝
政
策
推
進
課
（
内
線

二
八
七
）

▼
と
き
＝
三
月
十
五
日(

土)

午
前
十
時

〜
十
一
時
▼
と
こ
ろ
＝
青
少
年
セ
ン

タ
ー
▼
対
象
＝
十
八
歳
以
上
の
方
で
、

こ
ど
も
に
本
な
ど
を
読
み
聞
か
せ
た

い
方
▼
定
員
＝
一
五
人
▼
参
加
費
＝

無
料
▼
申
込
み
・
問
合
せ
＝
青
少
年

セ
ン
タ
ー

あ
な
た
も
森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

し
て
、
森
の
保
全
活
動
に
参
加
し
ま

せ
ん
か
。

▼
と
き
＝
三
月
十
五
日(

土)

午
前
十
時

半
〜
午
後
三
時
（
雨
天
中
止
）
▼
と

こ
ろ
＝
泉
南
市
堀
河
▼
活
動
内
容
＝

森
づ
く
り
（
植
樹
）
▼
集
合
＝
紀
泉

ふ
れ
あ
い
自
然
塾
駐
車
場
（
堀
河
ダ

ム
奥
）
▼
参
加
費
＝
無
料
▼
携
行

品
＝
弁
当
、
水
筒
、
雨
具
、
ハ
イ
キ

ン
グ
の
で
き
る
服
装
、
軍
手
な
ど
▼

申
込
み
・
問
合
せ
＝
電
話
ま
た
は
フ

ァ
ク
ス
で(

財)

大
阪
み
ど
り
の
ト
ラ
ス

ト
協
会
（
０
６
・
６
２
６
０
・
３
５

８
０
／fax

０
６
・
６
２
６
０
・
３
５

８
１
）

第
三
回
大
阪
府
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ

大
会
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

▼
と
き
＝
五
月
十
八
日(

日)

、
五
月
二

十
四
日(

土)

、
五
月
二
十
五
日(

日)

の

三
日
間
▼
と
こ
ろ
＝
万
博
記
念
競
技

場
他
▼
対
象
＝
泉
南
市
内
在
住
の
身

体
障
害
者
手
帳
及
び
療
育
手
帳
を
お

持
ち
の
方
で
平
成
十
五
年
四
月
一
日

現
在
で
満
十
三
歳
以
上
の
方
▼
競
技

種
目
＝
陸
上
競
技
、
水
泳
、
フ
ラ
イ

ン
グ
デ
ィ
ス
ク
、
卓
球
、
ア
ー
チ
ェ

リ
ー
（
身
体
障
害
者
の
み
）、
ボ
ー
リ

ン
グ
（
知
的
障
害
者
の
み
）
※
障
害

に
よ
り
種
目
が
限
定
さ
れ
る
場
合
が

あ
り
ま
す
▼
申
込
み
＝
三
月
十
日(

月)

ま
で
に
、
直
接
高
齢
障
害
福
祉
課
へ

▼
問
合
せ
＝
高
齢
障
害
福
祉
課
（
内

線
三
〇
九
）

少
年
少
女
か
ら
高
齢
者
ま
で
、
幅

広
い
年
齢
層
の
方
々
に
よ
る
楽
し
い

コ
ー
ラ
ス
で
す
。

▼
と
き
＝
三
月
十
六
日(

日)

午
後
一
時

半
〜
午
後
四
時
半
▼
と
こ
ろ
＝
文
化

ホ
ー
ル
▼
出
演
団
体
＝
ポ
ピ
ー
コ
ー

ラ
ス
、
コ
ー
ル
そ
よ
か
ぜ
、
泉
南
市

少
年
少
女
合
唱
団
、
エ
コ
ー
砂
川
、

鳴
滝
第
二
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
コ
ー
ラ
ス
、

泉
南
市
女
声
合
唱
団
、
泉
南
市
混
声

合
唱
団
、
わ
ら
べ
う
た
、
昔
の
う
た

を
歌
う
会
▼
入
場
料
＝
無
料
▼
申
込

み
＝
事
前
申
込
み
は
不
要
▼
問
合

せ
＝
生
涯
学
習
課
（
内
線
二
四
七
）

泉
南
市
社
交
ダ
ン
ス
協
会
で
は
、

社
交
ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ
ー
を
開
催
し

ま
す
。
今
回
は
、
生
バ
ン
ド
演
奏
に

よ
る
ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ
ー
で
す
。

▼
と
き
＝
三
月
十
六
日(

日)

午
後
六
時

〜
八
時
四
十
五
分
▼
と
こ
ろ
＝
市
民

体
育
館
▼
参
加
費
＝
一
〇
〇
〇
円
▼

そ
の
他
＝
▽
当
日
は
上
履
靴
（
ダ
ン

ス
シ
ュ
ー
ズ
）、
女
性
の
方
は
ヒ
ー
ル

カ
バ
ー
を
着
用
く
だ
さ
い
▼
問
合

せ
＝
生
涯
学
習
課
（
内
線
二
四
七
）

公
民
館
尺
八
ク
ラ
ブ
生
に
よ
る
発

表
会
を
開
催
し
ま
す
。
日
本
古
来
の

音
曲
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

▼
と
き
＝
三
月
十
六
日(

日)

午
後
一
時

半
〜
▼
と
こ
ろ
＝
樽
井
公
民
館
三
階

多
目
的
ホ
ー
ル
▼
内
容
＝
尺
八
、
琴
、

三
絃
合
奏
▼
入
場
料
＝
無
料
▼
申
込

み
＝
事
前
申
込
み
は
不
要
▼
問
合

せ
＝
樽
井
公
民
館

泉
南
市
体
育
指
導
委
員
協
議
会
で
は
、

親
と
子
の
ア
イ
ス
ス
ケ
ー
ト
教
室
を
開
催

し
ま
す
。

▼
と
き
＝
三
月
二
十
二
日(

土)

午
前
十
時

〜
正
午
▼
と
こ
ろ
＝
上
野
芝
ア
イ
ス
ス
ケ

ー
ト
セ
ン
タ
ー
（
堺
市
上
野
芝
町
二
・
０

７
２
２
�
５
６
３
７
）
▼
対
象
＝
市
内
在

住
の
小
学
生
以
上
の
子
ど
も
と
そ
の
保
護

者
（
幼
稚
園
児
の
場
合
は
保
護
者
同
伴
）

▼
定
員
＝
四
〇
組
（
先
着
順
）
▼
集
合
＝

同
ス
ケ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
二
階
ロ
ビ
ー
へ
午

前
九
時
四
十
五
分
に
集
合
し
て
く
だ
さ
い

▼
費
用
＝
保
護
者
一
人
に
つ
き
七
〇
〇

円
、
子
ど
も
一
人
に
つ
き
三
〇
〇
円
（
い

ず
れ
も
傷
害
保
険
含
む
）
▼
指
導
員
＝
大

阪
府
ス
ケ
ー
ト
連
盟
公
認
指
導
員
▼
申
込

み
＝
三
月
二
日(

日)

〜
十
六
日(

日)

の
期
間

（
月
曜
日
午
後
と
火
曜
日
は
除
く
）
に
市

民
体
育
館
へ
▼
そ
の
他
＝
交
通
費
は
各
自

負
担
▼
問
合
せ
＝
市
民
体
育
館

5

社
交
ダ
ン
ス
を

楽
し
み
ま
せ
ん
か

堀
河
の
森
の
保
全
活
動

に
参
加
し
ま
せ
ん
か

障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

参
加
者
を
募
集
し
ま
す

Ａ
Ｂ
Ｃ
委
員
会

合
唱
祭
を
開
催
し
ま
す

邦
楽
の
集
い
を

開
催
し
ま
す

親
と
子
の
ア
イ
ス

ス
ケ
ー
ト
教
室

泉
南
楽
し
い
な

読
書
会
を
開
催
し
ま
す

文化ホールでは、市民の皆

さんの演奏による世界的に

名声のある、ドイツ製ス

タインウエイ（ピアノ）

のジョイントコンサー

トを開催します。

▼と　き＝３月２２日

(土)午前１０時開演

▼ところ＝文化ホール

▼入場料＝無料（全席自

由）

※入場整理券は不要です

▼出演者＝市内在住の小学４

年生以上の方

▼問合せ＝文化ホール（(82)

７７６７）

▼
と
き
＝
三
月
一
日(

土)

〜
二
十
九
日

(

土)

の
毎
週
▽
水
曜
日
は
午
後
五
時
〜

七
時
（
三
月
二
十
六
日(

水)

は
午
後
三

時
〜
五
時
）
▽
金
曜
日
は
午
後
四
時

〜
六
時
（
三
月
二
十
八
日(

金)

は
午
後

三
時
〜
五
時
、
三
月
二
十
一
日(

祝)

は

休
館
）
▽
土
曜
日
は
午
前
十
時
〜
正

午
▼
と
こ
ろ
＝
青
少
年
セ
ン
タ
ー
▼

対
象
＝
市
内
の
小
・
中
学
生
と
そ
の

保
護
者
▼
定
員
＝
二
〇
人
▼
費
用
＝

無
料
▼
申
込
み
・
問
合
せ
＝
使
用
す

る
日
に
青
少
年
セ
ン
タ
ー

▼
と
き
＝
一
、
三
月
五
日(

水)

二
、
三

月
十
五
日(

土)

三
、
四
月
二
日(

水)

※

一
、
三
、
は
午
後
四
時
〜
四
時
半
二
、

は
午
前
十
一
時
〜
十
一
時
五
十
分
▼

と
こ
ろ
＝
青
少
年
セ
ン
タ
ー
▼
内

容
＝
お
話
や
紙
芝
居
な
ど
の
楽
し
い

読
み
聞
か
せ
会
で
す
▼
対
象
＝
小
学

生
以
下
の
子
ど
も
と
そ
の
保
護
者
▼

参
加
費
＝
無
料
▼
定
員
＝
五
〇
人
▼

申
込
み
・
問
合
せ
＝
青
少
年
セ
ン
タ

ー▼
と
き
＝
一
、
三
月
八
日(
土)
午
前
九

時
〜
午
後
五
時
二
、
三
月
九
日(
日)
午

前
九
時
〜
午
後
四
時
▼
と
こ
ろ
＝
信

達
公
民
館
▼
内
容
＝
▽
ク
ラ
ブ
、
講

座
、
市
民
団
体
に
よ
る
作
品
展
示
、

演
技
発
表
▽
お
茶
席
（
八
日
午
前
十

時
〜
午
後
三
時
）
▽
バ
ザ
ー
（
八
日

午
後
一
時
〜
）
▽
コ
ー
ラ
ス
、
詩
吟
、

わ
ら
べ
う
た
、
謡
曲
な
ど
の
演
技
発

表
（
九
日
午
後
一
時
〜
）
▼
問
合

せ
＝
信
達
公
民
館
（
(83)
９
２
６
４
）

泉
南
市
文
化
協
会
・
泉
南
美
術
協

会
で
は
、
第
二
十
四
回
泉
南
美
術
展

を
開
催
し
ま
す
。

▼
と
き
＝
三
月
五
日(

水)

〜
九
日(

日)

の
各
日
午
前
十
時
〜
午
後
五
時
（
最

終
日
は
午
後
三
時
ま
で
）
▼
と
こ

ろ
＝
文
化
ホ
ー
ル
展
示
室
▼
入
場

料
＝
無
料
▼
一
般
の
作
品
を
募
集
し

ま
す
＝
洋
画
（
油
彩
画
、
水
彩
画
、

パ
ス
テ
ル
画
、
ア
ク
リ
ル
画
）
ま
た

は
日
本
画
の
平
面
作
品
▼
作
品
の
大

き
さ
＝
六
号
〜
五
〇
号
ま
で
の
額
装

（
壁
面
展
示
の
可
能
な
も
の
）
▼
応
募

資
格
＝
十
五
歳
以
上
の
方
▼
出
品
作

品
数
＝
一
人
に
つ
き
二
点
以
内
（
自

作
・
未
発
表
の
も
の
）
▼
出
品
料
＝

一
点
に
つ
き
三
〇
〇
〇
円
▼
出
品
申

込
み
＝
ギ
ャ
ラ
リ
ー
す
ず
ら
ん
（
(83)

８
７
６
９
）
▼
問
合
せ
＝
生
涯
学
習

課
（
内
線
二
四
七
）

豊
か
な
言
葉
で
想
像
の
世
界
が
広

が
る
‥
。
図
書
館
で
は
�
お
は
な
し

�
を
通
し
て
、
楽
し
い
本
の
魅
力
を

子
ど
も
た
ち
に
紹
介
し
て
い
ま
す
。

お
父
さ
ん
・
お
母
さ
ん
も
一
緒
に
参

加
で
き
ま
す
。

▼
と
き
・
内
容
・
対
象
＝
三
月
八
日

(

土)

▽
小
さ
い
子
の
時
間
（
午
後
二
時

半
〜
三
時
で
四
歳
以
上
小
学
二
年
生

以
下
）
▽
大
き
い
子
の
時
間
（
午
後

三
時
〜
三
時
半
で
小
学
二
年
生
以
上
）

▼
と
こ
ろ
＝
図
書
館
二
階
視
聴
覚
室

▼
定
員
＝
各
回
先
着
四
十
人
（
途
中

で
の
出
入
り
は
不
可
）
▼
費
用
＝
無

料
▼
そ
の
他
＝
第
一
土
曜
日
の
午
後

二
時
半
〜
三
時
半
、
同
場
所
に
お
い

て
紙
芝
居
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
拍
子
木
」

に
よ
る
紙
芝
居
が
あ
り
ま
す
（
〇
歳

か
ら
入
場
可
。
申
込
み
は
不
要
）
▼

問
合
せ
＝
図
書
館

▼
と
き
＝
三
月
八
日(

土)

の
午
前
九
時

〜
正
午
▼
と
こ
ろ
＝
市
内
の
野
鳥
観

察
ス
ポ
ッ
ト
▼
対
象
＝
市
内
の
小
・

中
学
生
▼
定
員
＝
三
〇
人
▼
参
加

費
＝
無
料
▼
申
込
み
・
問
合
せ
＝
青

少
年
セ
ン
タ
ー

泉
南
市
立
保
育
所
で
は
所
庭
の
開

放
を
実
施
し
ま
す
。
保
育
所
や
幼
稚

園
に
通
っ
て
い
な
い
方
、
親
子
で
保

育
所
に
遊
び
に
き
ま
せ
ん
か
。
ま
た
、

子
育
て
相
談
も
お
受
け
し
て
お
り
ま

す
。
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
保
育
所
名
・
開
放
日
・
連
絡
先
＝

一
、
信
達
保
育
所
・
三
月
十
一
日(

火)

（
(83)
４
６
４
２
）
二
、
樽
井
保
育
所
・

三
月
十
一
日(

火)

（
(82)
０
０
７
４
）

三
、
浜
保
育
所
・
三
月
十
八
日(

火)

（
(84)
２
６
６
０
）
四
、
鳴
滝
第
一
保
育

所
・
三
月
十
八
日(

火)

（
(83)
４
０
４
１
）

五
、
ち
び
っ
こ
広
場
（
鳴
滝
第
二
保

育
所
内
の
遊
戯
室
、
所
庭
）
・
三
月

十
二
日(

水)

（
(84)
３
３
７
１
）
▼
開
放

時
間
＝
一
、
三
、
五
、
は
午
前
十
時

〜
十
一
時
半
二
、
四
、
は
午
前
九
時

半
〜
十
一
時
▼
問
合
せ
＝
児
童
福
祉

課
（
内
線
二
八
一
）

最
新
の
考
古
学
の
研
究
成
果
を
も

と
に
、
第
一
線
で
活
躍
さ
れ
て
い
る

先
生
方
に
よ
る
講
義
で
す
。

▼
と
き
＝
一
、
三
月
九
日(

日)

午
後
一

時
〜
三
時
二
、
三
月
十
六
日(

日)

午
後

一
時
〜
三
時
▼
内
容
・
講
師
＝
一
、

仮
題
・
東
日
本
か
ら
み
た
弥
生
文
化

の
成
立
・
中
沢
道
彦

な
か
ざ
わ
み
ち
ひ
こ
さ
ん
（
早
稲
田

大
学
先
史
考
古
学
研
究
所
）
二
、
仮

題
・
東
ア
ジ
ア
か
ら
み
た
海
会
寺
・

堀
田
ほ
っ
た

啓
一

け
い
い
ち
さ
ん
（
高
野
山
大
学
教
授
）

▼
と
こ
ろ
＝
古
代
史
博
物
館
講
堂
▼

定
員
＝
各
七
〇
人
（
先
着
順
）
▼
申

込
み
＝
お
電
話
ま
た
は
直
接
古
代
史

博
物
館
へ
▼
問
合
せ
＝
古
代
史
博
物

館
Ａ
Ｂ
Ｃ
委
員
会
平
和
と
国
際
交
流

野
鳥
観
察
会
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

4

友
だ
ち
や
家
族
と

卓
球
を
し
ま
せ
ん
か

読
み
聞
か
せ
の
会
を

開
催
し
ま
す

泉
南
美
術
展
を

開
催
し
ま
す

信
達
公
民
館
ま
つ
り

を
開
催
し
ま
す

保
育
所
で

遊
び
ま
せ
ん
か
？

古
代
史
博
物
館

春
期
歴
史
講
座

外
国
の
文
化
に

ふ
れ
て
み
ま
せ
ん
か

毎
月
第
二
土
曜
日
は

お
は
な
し
ひ
ろ
ば
へ

市役所　
図書館　　
市民体育館　　
樽井公民館　　
文化ホール　　
古代史博物館
青少年センター

83－0001
82－7766
82－1000
83－4361
82－7767
83－6789
84－3500



ン
タ
ー

▼
と
き
＝
三
月
二
十
七
日(

木)

一
、
午

前
十
時
〜
十
一
時
半
二
、
午
後
一
時

半
〜
三
時
▼
対
象
＝
一
、
小
学
一
年

〜
三
年
生
二
、
小
学
四
年
〜
中
学
三

年
生
▼
定
員
＝
各
二
〇
人
（
多
数
の

場
合
は
抽
選
）
▼
参
加
費
＝
一
〇
〇

円
▼
申
込
み
＝
三
月
二
十
日(

木)

（
必

着
）
ま
で
に
、
往
復
ハ
ガ
キ
に
科
学

実
験
参
加
希
望
、
参
加
者
・
保
護
者

の
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、
住
所
、
電
話

番
号
、
学
校
名
、
学
年
を
明
記
の
上
、

〒
五
九
〇
・
〇
五
二
一
泉
南
市
樽
井

八
の
一
三
の
一
八
・
青
少
年
セ
ン
タ

ー
へ
▼
問
合
せ
＝
青
少
年
セ
ン
タ
ー

泉
州
地
域
に
伝
わ
る
民
話
を
モ
チ

ー
フ
に
し
た
、
お
姉
さ
ん
た
ち
の
手

づ
く
り
に
よ
る
紙
芝
居
二
作
品
を
上

演
し
ま
す
。
泉
南
市
の
地
名
当
て
ク

イ
ズ
も
あ
り
ま
す
。

▼
と
き
＝
三
月
二
十
九
日(

土)

午
後
二

時
〜
三
時
▼
と
こ
ろ
＝
古
代
史
博
物

館
▼
参
加
費
＝
無
料
▼
申
込
み
＝
事

前
申
込
み
は
不
要
▼
問
合
せ
＝
古
代

史
博
物
館

▼
と
き
＝
三
月
二
十
九
日(

土)

午
前
九

時
〜
午
後
五
時
▼
と
こ
ろ
＝
グ
リ
コ

ピ
ア
神
戸
・
人
と
防
災
未
来
セ
ン
タ

ー
▼
対
象
＝
市
内
の
小
・
中
学
生
と

そ
の
保
護
者
（
小
学
三
年
生
以
下
は

保
護
者
同
伴
の
こ
と
）
▼
定
員
＝
親

子
で
五
〇
人
（
多
数
の
場
合
抽
選
）

▼
参
加
費
＝
▽
小
・
中
学
生
は
二
五

〇
円
▽
大
人
は
五
〇
〇
円
▼
申
込

み
＝
三
月
二
十
日(

木)

（
必
着
）
ま
で

に
、
往
復
ハ
ガ
キ
に
見
学
会
参
加
希

望
、
参
加
者
・
保
護
者
の
氏
名
（
ふ

り
が
な
）、
住
所
、
電
話
番
号
、
学
校

名
、
学
年
を
記
入
の
上
、
〒
五
九

〇
・
〇
五
二
一
泉
南
市
樽
井
八
の
一

三
の
一
八
・
青
少
年
セ
ン
タ
ー
へ
▼

問
合
せ
＝
青
少
年
セ
ン
タ
ー

泉
南
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
実
行
委
員
会
で
は
、
〜
ひ
ろ

げ
よ
う
ふ
れ
い
あ
い
の
「
和
」
〜
を

テ
ー
マ
に
、
広
く
市
民
の
皆
さ
ん
に

活
動
の
様
子
を
知
っ
て
も
ら
い
、
多

く
の
方
々
に
活
動
に
参
加
し
て
も
ら

お
う
と
、
泉
南
市
で
活
動
し
て
い
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
（
三
十
三
団
体
）

が
力
を
合
わ
せ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
開
催
し
ま
す
。

▼
と
き
＝
三
月
三
十
日(

日)

午
前
十
時

〜
午
後
三
時
▼
と
こ
ろ
＝
あ
い
ぴ
あ

泉
南
▼
内
容
＝
ス
テ
ー
ジ
、
展
示
・

バ
ザ
ー
、
体
験
コ
ー
ナ
ー
、
飲
食
バ

ザ
ー
等
各
団
体
の
特
長
あ
る
演
出
を

予
定
し
て
い
ま
す
▼
問
合
せ
＝
社
会

福
祉
協
議
会
（
(82)
１
０
２
７
）

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
「
魔
女
の
宅
急
便
」

を
中
心
に
、
か
わ
い
い
歌
声
で
お
届

け
し
ま
す
。

▼
と
き
＝
三
月
三
十
日(

日)

午
後
二
時

開
演
▼
と
こ
ろ
＝
文
化
ホ
ー
ル
▼
内

容
＝
魔
女
の
宅
急
便
他
▼
入
場
料
＝

無
料
▼
申
込
み
＝
事
前
申
込
み
は
不

要
▼
問
合
せ
＝
生
涯
学
習
課
（
内
線

二
五
二
）

子
育
て
に
つ
い
て
、
日
頃
感
じ
て
い
る

こ
と
を
話
し
合
っ
た
り
、
子
ど
も
の
年
齢

に
合
わ
せ
た
遊
び
を
楽
し
み
な
が
ら
交
流

し
ま
せ
ん
か
。

一
、
な
か
よ
し
教
室
▼
一
、
と
き
＝
四
月

三
日(

木)

、
四
月
十
七
日(

木)

、
五
月
一
日

(

木)

、
五
月
十
五
日(

木)

、
六
月
五
日(

木)

、

六
月
十
九
日(

木)

▼
一
、
対
象
＝
一
歳
未

満
（
平
成
十
四
年
四
月
二
日
以
降
生
ま
れ
）

の
子
ど
も
と
そ
の
保
護
者
▼
一
、
内
容
＝

身
体
計
測
、
手
遊
び
や
ふ
れ
あ
い
遊
び
、

お
も
ち
ゃ
作
り
、
食
生
活
に
つ
い
て
の
ミ

ニ
知
識
、
調
理
実
習
（
離
乳
食
）、
保
護

者
の
交
流
な
ど
二
、
わ
ん
ぱ
く
教
室
▼
二
、

と
き
＝
四
月
十
日(

木)

、
四
月
二
十
四
日

(

木)

、
五
月
八
日(

水)

、
五
月
二
十
二
日

(

木)

、
六
月
十
二
日(

木)

、
六
月
二
十
六
日

(

木)

▼
二
、
対
象
＝
一
歳
〜
二
歳
未
満

（
平
成
十
三
年
四
月
二
日
〜
平
成
十
四
年

四
月
一
日
生
ま
れ
）
の
子
ど
も
と
そ
の
保

護
者
▼
二
、
内
容
＝
身
体
計
測
、
手
遊
び

や
ふ
れ
あ
い
遊
び
、
お
も
ち
ゃ
作
り
、
食

生
活
に
つ
い
て
の
ミ
ニ
知
識
、
調
理
実
習

（
お
や
つ
）、
保
護
者
の
交
流
▼
一
、
二
、

時
間
＝
す
べ
て
午
前
十
時
〜
十
一
時
半
▼

一
、
二
、
と
こ
ろ
＝
子
育
て
支
援
セ
ン
タ

ー
ひ
だ
ま
り
▼
一
、
二
、
参
加
費
＝
無
料

（
調
理
実
習
の
材
料
費
は
各
自
負
担
）
▼

一
、
二
、
定
員
＝
親
子
で
十
組
（
多
数
の

場
合
は
抽
選
）
▼
一
、
二
、
申
込
み
・
問

合
せ
＝
三
月
十
七
日(
月)
ま
で
に
、
お
電

話
で
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
ひ
だ
ま
り

（
(84)
３
３
７
１
）

7

泉
南
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

泉
南
市
少
年
少
女
合
唱
団

ス
プ
リ
ン
グ
コ
ン
サ
ー
ト

な
か
よ
し
教
室

わ
ん
ぱ
く
教
室

お
も
し
ろ
科
学
実
験

に
参
加
し
ま
せ
ん
か

防
災
セ
ン
タ
ー
と
お
菓
子

工
場
を
見
学
し
ま
せ
ん
か

お
姉
さ
ん
の
紙
芝
居

泉
州
の
民
話
特
集

樽井公民館とSENNANまちづくり市民会議で

は、ホタルの観察・保護活動を通して、自然と共

生できるまちづくりを進めるため、次のとおり講

座を開催します。

▼と　き＝一、３月29日(土)午後１時半～４時

二、４月19日(土)午後１時半～４時

三、５月10日(土)午後８時～10時

四、６月７日(土)午後６時～９時半

五、７月５日(土)時間は未定

※４月29日(祝)に文化ホールで開催されるＡＢＣ

まつりでの展示にも参加します

▼ところ＝一、三、は樽井公民館終了後、市内で

の調査二、樽井公民館四、紀泉わいわい村（堀河

ダム奥）五、兵庫県氷上郡山南町

▼内　容＝一、開講式、実態調査二、事例発表三、

市内全域の実態調査四、音と光のページェント五、

ホタルサミットへ参加

▼講師（塾長）＝田中正視
たなかまさみ

さん（泉南高校教諭・

環境省自然公園指導員）

▼参加費＝無料

※ホタルサミットへの参加費用は各自負担

▼申込み＝電話、ファクス、ハガキで住所、氏名

（ふりがな）、年齢、電話番号を樽井公民館ホタル

係（〒590－0521泉南市樽井６－11－16・(83)４３

６１／fax(83)４３８０）へお知らせください

▼その他＝本講座を受講さ

れた方は、ホタルメイトと

して登録されます

▼問合せ＝樽井公民館

（(83)４３６１）

6

こ
の
講
座
で
は
、
毎
年
テ
ー
マ
を

設
定
し
、
講
義
や
見
学
会
を
通
じ
て

歴
史
に
触
れ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
一

緒
に
歴
史
の
舞
台
を
歩
い
て
み
ま
せ

ん
か
。

▼
と
き
＝
▽
開
講
日
・
三
月
二
十
三

日(

日)

午
後
二
時
〜
（
年
間
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
等
の
説
明
会
）
▼
と
こ
ろ
＝
古

代
史
博
物
館
▼
費
用
＝
一
人
に
つ
き

一
〇
〇
〇
円
（
保
険
代
、
案
内
送
料

等
）
※
交
通
費
は
自
己
負
担
と
し
ま

す
▼
申
込
み
＝
三
月
一
日(

土)

〜
三
月

二
十
三
日(

日)

ま
で
に
、
参
加
費
を
添

え
て
直
接
古
代
史
博
物
館
へ
（
月
曜

日
・
祝
日
は
休
館
）
▼
問
合
せ
＝
古

代
史
博
物
館

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
器
具
を
使
っ
て
、

健
康
づ
く
り
・
体
力
づ
く
り
を
し
ま

せ
ん
か
。

▼
と
き
＝
三
月
二
十
一
日(

祝)

午
前
十

時
〜
正
午
▼
と
こ
ろ
＝
市
民
体
育
館

▼
対
象
＝
市
内
在
住
・
在
勤
の
十
八

歳
以
上
の
方
▼
定
員
＝
五
十
人
（
先

着
順
）
▼
参
加
費
＝
無
料
▼
内
容
＝

講
義
・
実
習
▼
携
行
品
＝
筆
記
用
具
、

タ
オ
ル
、
上
靴
▼
申
込
み
＝
三
月
十

二
日(

水)

〜
二
十
日(

木)

の
各
日
午
前

九
時
〜
午
後
五
時
（
月
曜
午
後
、
火

曜
日
は
休
館
）
に
、
体
育
館
に
設
置

し
て
い
る
用
紙
へ
必
要
事
項
を
記
入

の
上
、
写
真
一
枚
（
三
cm
×
二
・
五

�
）
を
添
え
て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
▼
そ
の
他
＝
▽
講
習
を
終
了
さ
れ

た
方
に
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
器
具
使
用
許

可
証
を
発
行
し
ま
す
▽
許
可
証
を
お

持
ち
の
方
は
、
所
定
の
料
金
で
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
室
が
使
用
で
き
ま
す
（
許

可
証
が
な
け
れ
ば
使
用
で
き
ま
せ
ん
）

▽
許
可
証
を
お
持
ち
の
方
で
許
可
証

の
有
効
期
限
が
切
れ
て
い
る
方
は
更

新
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
（
有

効
期
限
が
六
か
月
以
上
経
過
す
る
と

更
新
で
き
ま
せ
ん
）
▼
問
合
せ
＝
市

民
体
育
館

泉
南
市
を
訪
れ
る
人
々
に
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
で
ガ
イ
ド
し
て
い
た
だ
く

た
め
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
養
成

講
座
を
開
催
し
ま
す
。

▼
と
き
＝
三
月
二
十
二
日(

土)

午
前
十

時
〜
午
後
四
時
（
雨
天
中
止
）
▼
内

容
＝
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
「
お
菊
山

き
く
や
ま

（
納
経
山

の
う
き
ょ
う
ざ
ん）

を
歩
く
」
▼
コ
ー
ス
＝
Ｊ

Ｒ
新
家
駅
（
集
合
）
〜
青
少
年
の
森

〜
お
菊
山
（
昼
食
・
休
憩
）
〜
畦
の

谷
地
蔵
尊
〜
Ｊ
Ｒ
和
泉
砂
川
駅
（
解

散
）
※
コ
ー
ス
上
に
き
つ
い
登
り
下

り
や
岩
場
が
あ
り
ま
す
（
健
脚
向
き
）

▼
対
象
＝
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
と

し
て
活
動
す
る
意
欲
の
あ
る
方
（
市

内
・
外
は
問
わ
な
い
）
▼
参
加
費
＝

無
料
（
交
通
費
は
各
自
負
担
）
▼
携

行
品
＝
ハ
イ
キ
ン
グ
用
の
服
・
靴
、

弁
当
、
水
筒
、
雨
具
▼
申
込
み
＝
三

月
十
五
日(

土)

ま
で
に
、
電
話
ま
た
は

フ
ァ
ク
ス
で
、
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、

住
所
、
電
話
番
号
を
樽
井
公
民
館

（
(83)
４
３
６
１
／
fax
(83)
４
３
８
０
）
へ

お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
▼
問
合
せ
＝
樽

井
公
民
館

▼
と
き
＝
三
月
二
十
三
日(

日)

午
後
二

時
開
演
▼
と
こ
ろ
＝
貝
塚
コ
ス
モ
ス

シ
ア
タ
ー
▼
内
容
＝
▽
人
形
劇
団
む

す
び
座
の
「
西
遊
記

さ
い
ゆ
う
き

」
▽
舞
台
狭
し

と
駆
け
回
る
人
形
た
ち
と
子
ど
も
た

ち
の
頭
上
を
飛
ぶ
き
ん
と
雲
。
熱
い

感
動
と
元
気
を
子
ど
も
た
ち
に
‥
▼

参
加
費
＝
会
費
制
で
月
額
一
〇
〇
〇

円
※
四
歳
未
満
は
無
料
▼
問
合
せ
＝

泉
南
お
や
こ
劇
場
事
務
局
（
(83)
２
９

０
９
）

▼
と
き
＝
三
月
二
十
六
日(

水)

午
前
九

時
〜
午
後
四
時
▼
と
こ
ろ
＝
神
戸
市

立
須
磨
海
浜
水
族
園
▼
対
象
＝
市
内

の
小
学
四
年
〜
中
学
三
年
生
▼
定

員
＝
五
〇
人
（
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

▼
参
加
費
＝
五
〇
〇
円
▼
申
込
み
＝

三
月
十
九
日(

水)

（
必
着
）
ま
で
に
、

往
復
ハ
ガ
キ
に
水
族
園
参
加
希
望
、

参
加
者
・
保
護
者
の
氏
名
（
ふ
り
が

な
）、
住
所
、
電
話
番
号
、
学
校
名
、

学
年
を
明
記
の
上
、
〒
五
九
〇
・
〇

五
二
一
泉
南
市
樽
井
八
の
一
三
の
一

八
・
青
少
年
セ
ン
タ
ー
へ
▼
問
合

せ
＝
青
少
年
セ
ン
タ
ー

パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
て
ペ
ー
パ
ー
ク

ラ
フ
ト
等
を
作
り
ま
せ
ん
か
。

▼
と
き
＝
三
月
二
十
五
日(

火)

一
、
午

前
九
時
半
〜
十
一
時
半
二
、
午
後
一

時
半
〜
三
時
半
▼
と
こ
ろ
＝
青
少
年

セ
ン
タ
ー
▼
対
象
＝
一
、
小
学
一
年

〜
三
年
生
二
、
小
学
四
年
〜
中
学
三

年
生
▼
定
員
＝
各
二
〇
人
（
多
数
の

場
合
は
抽
選
）
▼
参
加
費
＝
一
〇
〇

円
▼
申
込
み
＝
三
月
十
八
日(

火)

（
必

着
）
ま
で
に
、
往
復
ハ
ガ
キ
に
パ
ソ

コ
ン
工
作
参
加
希
望
、
参
加
者
・
保

護
者
の
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、
住
所
、

電
話
番
号
、
学
校
名
、
学
年
を
明
記

の
上
、
〒
五
九
〇
・
〇
五
二
一
泉
南

市
樽
井
八
の
十
三
の
十
八
・
青
少
年

セ
ン
タ
ー
へ
▼
問
合
せ
＝
青
少
年
セ

泉
南
お
や
こ
劇
場

第
七
十
九
回
例
会

水
族
園
で
職
業
体
験

し
ま
せ
ん
か

観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ガ
イ
ド
養
成
講
座
�

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
講
習
会

を
開
催
し
ま
す

古
代
史
博
物
館
講
座

歴
史
を
歩
く

樽井公民館では、ピアノコンサー

ト「春の一日、家族の絆（きずな）

を音楽で」を開催します。春うらら

かな午後のひとときを、ピアノのス

テキな演奏を聴いてみませんか。

▼と　き＝３月２３日(日)

午後２時～３時

▼ところ＝樽井公民館多目的ホール

▼演奏者＝宮崎剛
みやざきたけし

さん（大阪音楽大

学講師、泉南市女声合唱団指導）

▼曲　目＝▽プロコフィエフ組曲

「ピーターと狼」作品６７▽ショパ

ン・ワルツ変ニ長調、作品６４・１

「子犬」▽春にちなんだ歌メ

ドレー～ジャンルを超えて～

▼入場料＝無料。６歳未満

の方の入場はご遠慮くださ

い（一時保育あり）

▼定　員＝１５０人

▼その他＝ピーターと狼では、梶本
かじもと

藍子
あい こ

さんによる「語り」もあります

▼申込み＝事前申込みは不要。一時

保育を希望する方は３月９日(日)まで

に電話、ファクス、ハガキで住所、

電話番号、親子の氏名（ふりがな）、

生年月日、性別を樽井公民館（〒

590－0521泉南市樽井６－11－16・

(83)４３６１／fax(83)４３８０）へ

お知らせください▼問合せ＝樽井公

民館（(83)４３６１）

パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
て

工
作
し
よ
う
！



間
＝
▽
第
一
回
は
四
月
十
一
日(

金)

ま

で
▽
第
二
回
は
七
月
二
十
二
日(

火)

〜

十
月
十
七
日(

金)

▼
試
験
日
＝
▽
第
一

回
は
四
月
十
九
日(

土)

〜
四
月
二
十
一

日(

月)

▽
第
二
回
は
十
月
二
十
五
日

(

土)

〜
十
月
二
十
七
日(

月)

※
い
ず
れ

か
一
日
を
指
定
▼
問
合
せ
＝
泉
佐
野

募
集
案
内
所
（
(63)
６
９
６
３
）

子
育
て
や
教
育
な
ど
に
関
す
る
さ

ま
ざ
ま
な
思
い
や
悩
み
を
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

▼
と
き
＝
毎
週
水
曜
日
午
前
九
時
半

〜
正
午
（
※
三
月
二
十
六
日(

水)

は
あ

り
ま
せ
ん
）
▼
と
こ
ろ
＝
青
少
年
セ

ン
タ
ー
▼
費
用
＝
無
料
▼
そ
の
他
＝

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
▼
申
込
み
・
問

合
せ
＝
青
少
年
セ
ン
タ
ー

▼
職
種
＝
放
課
後
児
童
会
指
導
員
及

び
青
少
年
セ
ン
タ
ー
指
導
員
補
助
員

▼
対
象
＝
六
十
歳
ま
で
の
健
康
な
方

▼
申
込
み
・
問
合
せ
＝
履
歴
書
を
持

参
の
上
、
青
少
年
セ
ン
タ
ー

▼
と
き
＝
毎
週
水
曜
日
の
午
後
六
時

〜
七
時
▼
と
こ
ろ
＝
青
少
年
セ
ン
タ

ー
▼
内
容
＝
小
学
生
レ
ベ
ル
の
日
本

語
▼
対
象
＝
市
内
在
住
で
以
前
外
国

に
暮
ら
し
て
い
た
青
少
年
及
び
外
国

人
の
子
ど
も
（
い
ず
れ
も
中
学
生
ま

で
）
▼
定
員
＝
二
〇
人
（
多
数
の
場

合
は
抽
選
）
▼
参
加
費
＝
一
〇
〇
〇

円
程
度
▼
申
込
み
＝
往
復
ハ
ガ
キ
に

参
加
者
及
び
保
護
者
の
氏
名
（
ふ
り

が
な
）、
住
所
、
電
話
番
号
、
学
校
名
、

学
年
を
記
入
の
上
、
〒
五
九
〇
・
〇

五
二
一
泉
南
市
樽
井
八
の
一
三
の
一

八
・
青
少
年
セ
ン
タ
ー
へ
▼
問
合

せ
＝
青
少
年
セ
ン
タ
ー

重
度
傷
病
者
の
救
命
率
の
向
上
に
は
、

救
急
隊
が
到
着
す
る
ま
で
の
応
急
手
当
が

き
わ
め
て
効
果
的
で
重
要
で
す
。

泉
南
市
消
防
本
部
で
は
、
救
命
率
の
向

上
の
た
め
、
市
民
の
皆
さ
ん
を
対
象
に
し

た
救
急
救
命
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。
ふ

る
っ
て
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
と
き
＝
四
月
二
十
日(

日)

午
前
九
時
〜

正
午
▼
と
こ
ろ
＝
泉
南
市
消
防
本
部
▼
内

容
＝
▽
心
肺
蘇
生
法
▽
大
出
血
時
の
止
血

法
▽
各
種
け
が
の
応
急
処
置
▽
そ
の
他
▼

定
員
＝
二
〇
人
（
先
着
順
）
▼
参
加
費
＝

無
料
▼
申
込
み
・
問
合
せ
＝
お
電
話
で
消

防
本
部
救
急
係
（
(85)
０
１
１
９
）

9

日
本
語
を
は
じ
め
よ
う

に
参
加
し
ま
せ
ん
か

救
急
救
命
講
習
会
を

開
催
し
ま
す

こ
こ
ろ
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

を
ご
利
用
く
だ
さ
い

青
少
年
セ
ン
タ
ー
の
臨
時

職
員
登
録
を
受
付
し
ま
す

公共交通機関や駅等を
中心とした一定の地区
で、バリアフリー（障壁
の除去）整備を推進する
ことを目的として、平成
１２年１１月に通称「交
通バリアフリー法」が施
行されました。この法律
に基づき、泉南市でも平
成１４年１１月に協議会
が発足し、和泉砂川駅周
辺地区において基本構想
の策定に取り組んできま
した。
基本構想は、駅等にお

ける段差の解消・設備の
改善、また、駅周辺では
駅から公共施設等への連
絡道路や広場等の整備に
ついて、基本的な事項を
定めるもので、公共交
通・道路等の事業者は、
この基本構想に基づき事
業計画を作成し、事業を
実施していきます。
このたび、基本構想骨

子（案）がまとまり、こ
の案に対するご意見等を
広く市民の皆さまから募

集し、基本構想の策定に
役立てていきたいと考え
ています。
▼和泉砂川駅周辺地区交
通バリアフリー基本構想
の閲覧＝▽泉南市ホーム
ページ（http://www.
city.senan.osaka.jp）▽
市役所都市計画課・情報
公開コーナーで閲覧でき
ます
▼意見の募集期間＝３月
５日(水)から２週間程度
（予定）
▼意見の提出方法＝泉南
市ホームページ内の書き
込みフォームへご記入い
ただくか、閲覧場所（都
市計画課・情報公開コー
ナー）に設置している用
紙に住所、氏名、計画に
対するご意見を明記の
上、〒590－0592（住所
不要）泉南市役所・都市
計画課計画係（fax(83)９
７２４）へ郵送またはフ
ァクスでご提出くださ
い。
▼問合せ＝都市計画課

ご意見をお寄せください

総務省（近畿管区行政評価局）では、買い
物のついでなどにお気軽に行政相談をご利用
いただけるよう、大丸百貨店大阪心斎橋店に
「大阪総合行政相談所」を設置しています。
大阪総合行政相談所では、国のいろいろな

行政機関、地方自治体や各種団体等から専門
家が出席し、ご相談に応じています。
▼相談内容・基本スケジュール＝右表をご参
照ください
▼開設日・時間＝百貨店の営業日の午前10時
～午後６時（第１、２、３水曜日は午後７時
半まで）
▼ところ＝大丸百貨店大阪心斎橋店南館８階
（美術画廊奥）※地下鉄御堂筋・心斎橋駅下車
すぐ
▼その他＝受付時間や相談内容、参加機関名

などについては、あらかじめご確認ください。
▼電話番号＝０６－６２４１－５１１１（直
通）

▼問合せ＝地域振興課（内線583）

大阪総合行政相談所をご利用ください

第１週 

月曜日 

火曜日 

水曜日 

木曜日 

金曜日 

土曜日 

日曜日 

大阪府政 

郵便・電波障害 

　健康 

登記・人権 

　教育 

　法律 

行政一般 

　税関 

行政一般 

　健康 

　住宅 

　労働 

　健康 

行政一般 

福祉・心配ごと 

大阪市政 

　健康 

行政一般 

　消費者 

行政一般 

行政一般 

　環境 

　税金 

交通事故 

　住宅 

社会保険 

　健康 

行政一般 

第２週 第３週 第４週 
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絵
手
紙
を
見
る
と
温
か
い
気
持
ち
に

な
り
ま
す
。
あ
な
た
も
絵
手
紙
で
自

分
ら
し
さ
を
表
現
し
ま
せ
ん
か
。

▼
と
き
＝
四
月
十
日(
木)
以
降
の
毎
月

第
二
、
四
木
曜
日
（
全
一
〇
回
）
※

時
間
は
午
後
一
時
半
〜
三
時
半
▼
と

こ
ろ
＝
あ
い
ぴ
あ
泉
南
▼
対
象
＝
市

内
在
住
の
六
十
歳
以
上
の
方
ま
た
は

十
八
歳
以
上
の
障
害
者
手
帳
を
お
持

ち
の
方
▼
参
加
費
＝
無
料
（
ハ
ガ
キ

代
は
自
己
負
担
）
▼
定
員
＝
二
〇
人

（
多
数
の
場
合
は
抽
選
）
▼
携
行
品
＝

小
筆
二
本
、
硯
す
ず
り
、
墨す
み

▼
申
込
み
＝
三

月
二
十
日(

木)

（
必
着
）
ま
で
に
、
往

復
ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

生
年
月
日
、
障
害
者
の
方
は
障
害
名

を
明
記
の
上
、
〒
五
九
〇
・
〇
五
二

一
泉
南
市
樽
井
一
の
八
の
四
七
・
あ

い
ぴ
あ
泉
南
・
絵
手
紙
教
室
係
へ
▼

問
合
せ
＝
あ
い
ぴ
あ
泉
南
（
(85)
０
７

０
７
／
fax
(85)
０
９
０
９
）

(

社)

泉
南
青
年
会
議
所
で
は
青
少
年

の
健
全
な
育
成
を
目
的
と
し
て
、
ヨ

ッ
ト
教
室
を
開
催
し
ま
す
。
ふ
る
っ

て
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
と
き
＝
一
、
四
月
十
九
日(

土)

〜
二

十
日(

日)

（
一
泊
二
日
／
開
講
式
）
二
、

五
月
二
十
五
日(

日)

三
、
六
月
十
五
日

(

日)

四
、
八
月
十
七
日(

日)

〜
十
九
日

(

火)

（
二
泊
三
日
／
閉
校
式
）
▼
と
こ

ろ
＝
府
立
青
少
年
海
洋
セ
ン
タ
ー

（
岬
町
淡
輪
）
▼
対
象
＝
泉
南
市
、
阪

南
市
、
岬
町
に
在
住
の
平
成
十
五
年

度
の
小
学
五
年
〜
中
学
三
年
生
▼
定

員
＝
三
〇
人
（
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

▼
参
加
費
＝
一
五
〇
〇
〇
円
（
全
日

程
の
費
用
）
▼
申
込
み
＝
三
月
十
九

日(

水)

（
必
着
）
ま
で
に
、
往
復
ハ
ガ

キ
に
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
学

校
名
、
学
年
、
性
別
を
明
記
し
、
保

護
者
の
署
名
・
捺
印
の
上
、
〒
五
九

〇
・
〇
五
二
一
泉
南
市
樽
井
六
の
二

二
の
三
・
樽
井
区
民
セ
ン
タ
ー
三

階
・(

社)
泉
南
青
年
会
議
所
ヨ
ッ
ト
教

室
係
ま
で
▼
問
合
せ
＝(

社)

泉
南
青
年

会
議
所
（
(83)
５
９
２
５
）

歌
や
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
の
好
き
な
人
、

友
だ
ち
を
た
く
さ
ん
つ
く
っ
て
み
た

い
人
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
練
習
日
＝
毎
週
土
曜
日
午
後
二
時

〜
四
時
▼
練
習
場
所
＝
信
達
公
民
館

▼
対
象
＝
小
学
新
一
年
生
〜
中
学
生

の
男
女
▼
募
集
人
員
＝
三
〇
人
（
先

着
順
）
▼
費
用
＝
▽
入
団
費
三
〇
〇

〇
円
（
年
会
費
・
制
服
貸
与
代
等
）

▽
月
会
費
二
〇
〇
〇
円
（
活
動
費
・

合
宿
費
等
）
▼
申
込
み
＝
四
月
二
十

六
日(

土)

ま
で
の
公
民
館
開
館
日
に
直

接
信
達
公
民
館
へ
▼
そ
の
他
＝
男
子

の
団
員
を
歓
迎
し
ま
す
▼
問
合
せ
＝

生
涯
学
習
課
（
内
線
二
五
二
）
／
信

達
公
民
館
（
(83)
９
２
６
４
）

教
育
を
み
ん
な
で
考
え
る
会
で
は
、

町
で
出
会
っ
た
時
に
気
軽
に
声
が
か

け
あ
え
る
‥
。
そ
ん
な
大
人
と
子
ど

も
た
ち
の
人
間
関
係
を
築
き
、
子
ど

も
た
ち
の
健
全
な
育
成
を
目
的
と
し

て
「
た
る
っ
こ
広
場
」
を
開
催
し
ま

す
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト
の
お
手
伝
い
を

し
て
い
た
だ
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス

タ
ッ
フ
を
募
集
し
ま
す
。

▼
と
き
＝
四
月
十
九
日(

土)

午
前
十
時

〜
正
午
▼
と
こ
ろ
＝
樽
井
小
学
校
▼

対
象
＝
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す

▼
お
手
伝
い
い
た
だ
く
内
容
＝
事
前

の
ポ
ス
タ
ー
貼
り
、
会
場
巡
視
、
湯

茶
の
準
備
等
▼
申
込
み
＝
お
電
話
で
、

教
育
を
み
ん
な
で
考
え
る
会
事
務
局

（
(84)
３
８
９
４
）
▼
問
合
せ
＝
指
導
課

（
内
線
二
九
六
）

い
ろ
い
ろ
な
事
情
で
小
学
校
や
中

学
校
を
卒
業
で
き
な
か
っ
た
方
、
夜

間
中
学
校
で
勉
強
し
ま
せ
ん
か
。

▼
と
き
＝
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
の
午

後
五
時
三
十
分
〜
八
時
三
十
分
ま
で

▼
と
こ
ろ
＝
岸
城
中
学
校
（
岸
和
田

市
野
田
町
二
丁
目
一
九
の
一
九
）
▼

内
容
＝
「
あ
い
う
え
お
」
か
ら
勉
強

で
き
ま
す
▼
対
象
＝
十
六
歳
以
上
で
、

義
務
教
育
を
受
け
て
い
な
い
方
な
ら

誰
で
も
入
学
で
き
ま
す
（
国
籍
は
問

い
ま
せ
ん
）
▼
授
業
料
＝
無
料
▼
そ

の
他
＝
中
学
校
卒
業
資
格
が
と
れ
ま

す
▼
入
学
受
付
期
間
＝
四
月
三
十
日

(

水)

ま
で
（
土
・
日
・
祝
日
は
除
く
）

▼
申
込
み
・
問
合
せ
＝
岸
城
中
学
校

夜
間
学
級
（
(38)
６
５
５
３
）

青
少
年
セ
ン
タ
ー
で
は
、
中
学
生

を
対
象
に
実
施
す
る
学
習
相
談
会
の

講
師
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

▼
募
集
科
目
＝
英
語
・
数
学
▼
と

き
＝
毎
週
水
・
金
曜
日
の
午
後
六
時

〜
七
時
半
（
変
更
の
場
合
あ
り
）
▼

対
象
＝
大
学
・
短
大
・
専
門
学
校
生

▼
募
集
人
数
＝
若
干
名
▼
提
出
書

類
＝
履
歴
書
▼
申
込
み
・
問
合
せ
＝

青
少
年
セ
ン
タ
ー

▼
職
種
＝
権
利
擁
護
事
業
の
生
活
支

援
員
（
非
常
勤
嘱
託
職
員
）
▼
受
験

資
格
＝
昭
和
二
十
二
年
四
月
二
日
か

ら
昭
和
五
十
八
年
四
月
一
日
ま
で
に

生
ま
れ
、
介
護
支
援
専
門
員
ま
た
は

訪
問
介
護
員
一
級
課
程
、
二
級
課
程
、

三
級
課
程
の
い
ず
れ
か
を
有
す
る
普

通
自
動
車
免
許
を
所
持
し
て
い
る
方

▼
定
員
＝
一
人
▼
募
集
要
項
の
配

布
＝
三
月
十
日(
月)
か
ら
同
協
議
会
で

▼
申
込
み
＝
三
月
二
十
四
日(

月)

〜
三

十
一
日(

月)

に
同
協
議
会
（
あ
い
ぴ
あ

泉
南
）
へ
▼
試
験
日
＝
四
月
十
一
日

(

金)

▼
採
用
予
定
月
＝
五
月
▼
問
合

せ
＝
泉
南
市
社
会
福
祉
協
議
会
（
(82)

１
０
２
７
）

▼
職
種
＝
事
務
職
員
（
児
童
福
祉
課

勤
務
）
▼
資
格
＝
昭
和
十
九
年
四
月

二
日
か
ら
昭
和
六
十
年
四
月
一
日
ま

で
に
生
ま
れ
た
方
（
学
歴
は
問
わ
な

い
）
で
、
簡
単
な
パ
ソ
コ
ン
操
作
の

で
き
る
方
▼
採
用
予
定
人
員
＝
二
人

▼
試
験
日
＝
四
月
九
日(

水)

▼
試
験
内

容
＝
筆
記
・
面
接
試
験
▼
採
用
予
定

日
＝
平
成
十
五
年
五
月
一
日
▼
募
集

要
項
の
配
布
＝
三
月
三
日(

月)

か
ら
人

事
課
で
▼
申
込
み
＝
三
月
十
九
日(

水)

〜
三
月
二
十
五
日(

火)

の
期
間
に
人
事

課
へ
▼
問
合
せ
＝
人
事
課
（
内
線
二

〇
七
）

予
備
自
衛
官
と
は
、
必
要
な
教
育

訓
練
を
受
け
終
了
後
に
予
備
自
衛
官

と
な
る
制
度
で
す
。

▼
対
象
＝
自
衛
官
未
経
験
者
▼
採
用

年
齢
＝
一
、
一
般
は
十
八
歳
以
上
三

十
四
歳
未
満
二
、
技
能
は
十
八
歳
以

上
で
、
保
有
す
る
技
能
に
応
じ
て
五

十
三
歳
か
ら
五
十
五
歳
未
満
※
技
能

と
は
医
療
、
語
学
、
車
両
整
備
等
の

専
門
技
術
者
の
採
用
で
す
▼
受
付
期

高
齢
者
・
障
害
者
の

た
め
の
絵
手
紙
教
室

泉
南
市
少
年
少
女
合
唱
団

新
入
団
員
を
募
集
し
ま
す

非
常
勤
嘱
託
職
員
を

募
集
し
ま
す

ヨ
ッ
ト
教
室
の
参
加
者

を
募
集
し
ま
す

泉
南
市
社
会
福
祉
協
議
会

嘱
託
職
員
を
募
集
し
ま
す

中
学
生
学
習
相
談
会
の

講
師
を
募
集
し
ま
す

夜
間
中
学
校
で

勉
強
し
ま
せ
ん
か

た
る
っ
こ
広
場
の
ス
タ

ッ
フ
を
募
集
し
ま
す

防
衛
庁
・
予
備
自
衛
官

を
募
集
し
ま
す



高
校
、
大
学
、
専
門
学
校
等
と
な
っ
て

い
ま
す
。

▼
相
談
窓
口
＝
▽
人
権
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
（
(83)
６
４
４
７
）
▽
学
務
課
（
(83)

０
０
０
１
／
内
線
三
五
七
）
▼
相
談
受

付
期
間
＝
三
月
二
十
四
日(

月)

〜
三
月
二

十
八
日(

金)

の
午
前
九
時
〜
午
後
五
時
▼

問
合
せ
＝
学
務
課
（
内
線
三
五
七
）

泉
南
市
が
実
施
し
て
い
る
各
種
相
談
業
務

を
広
く
市
民
の
皆
さ
ん
に
知
っ
て
い
た
だ

き
、
ご
利
用
い
た
だ
こ
う
と
「
総
合
相
談

デ
ー
」
を
開
催
し
ま
す
。

▼
と
き
＝
三
月
十
三
日(

木)

午
後
一
時
〜
四

時
▼
と
こ
ろ
＝
市
役
所
別
館
一
階
各
会
議

室
▼
内
容
＝
一
、
法
律
相
談
（
離
婚
、
相

続
、
破
産
等
あ
ら
ゆ
る
法
律
に
関
す
る
相

談
）
二
、
行
政
相
談
（
国
や
公
団
等
の
特

殊
法
人
、
地
方
公
共
団
体
等
の
仕
事
で
法

定
受
託
事
務
等
の
手
続
き
や
サ
ー
ビ
ス
に

関
す
る
苦
情
、
相
談
に
つ
い
て
）
三
、
消

費
者
相
談
＝
不
当
表
示
、
欠
陥
商
品
、
訪

問
・
月
賦
・
通
信
販
売
等
の
消
費
生
活
に

関
す
る
相
談
）
四
、
労
働
相
談
（
労
働
条

件
、
労
働
災
害
補
償
、
男
女
雇
用
機
会
均

等
法
等
に
関
す
る
相
談
）
五
、
市
民
相
談

（
一
般
的
な
あ
ら
ゆ
る
相
談
）
▼
申
込
み
＝

▽
一
、
お
電
話
で
三
月
十
二
日(

水)

の
午
前

九
時
か
ら
地
域
振
興
課
（
(83)
０
０
０
１
・

内
線
五
八
三
）
へ
（
※
先
着
一
〇
人
）
▽

二
、
三
、
四
、
五
、
は
事
前
申
込
み
は
不

要
▼
問
合
せ
＝
地
域
振
興
課
（
内
線
五
八

三
）
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３月13日� 
午後１時～４時 

毎月第１・４金曜日 
午後１時～４時 
毎月第２水曜日 
午後６時～９時 

▼第１金曜日は信 
達公民館▼その他 
は樽井公民館 
（電話予約必要） 

人権啓発課 
�83-0001 
（内線237） 

3月6日、13日、27日� 
※申込みは電話で 
　実施日前日の 
　午前9:00～（先着10人） 

市役所別館 
一階会議室 

市役所別館 
一階会議室 

地域振興課 
�83-0001 
（内線583） 

地域振興課 
�83-0001 
（内線583） 

法律相談 

行政相談 
子ども 
相談室 
�85-1586

児童相談 

知的障害者相談 

市役所 
児童福祉課 

総合福祉センター内 
子ども支援センター 

児童福祉課 
�83-0001 
（内線242） 

児童福祉課 
�83-0001 
（内線281） 

高齢障害福祉課 
�83-0001 
（内線288） 

母子相談 

毎月第３金曜日 
午後２時～４時 

確定申告の申告期間のため、 
今月はありません 

社会福祉 
　　協議会 
�82-1027

心配ごと相談 毎週木曜日 午前９時～正午 

毎月第４金曜日 
午前９時～正午 

教育相談室 教育相談室 
�83-3755

農業委員会事務局 
�83-0001 
（内線551） 

教育相談 
月～金曜日 
午前10時 
～午後４時 

女性相談 

農事相談 

毎月第２木曜日 
午後１時～４時 

毎月第４水曜日 
午後１時～５時 

市役所 
市民相談室 

人権啓発課 
�83-0001 
（内線212） 

人権相談 

市役所別館 
消費者相談室 

　市役所・別館 
　消費者相談室 
（電話予約必要） 

市役所別館 
地域振興課 

市役所別館 
一階会議室 

地域振興課 
�83-0001 
（内線583） 

消費者相談 

毎週金曜日 
午後１時30分 
　～２時30分 

毎週月・火・ 
水・金曜日 
午後１時～４時 

毎週月・木曜日 
午前９時 
～午後５時15分 
毎月第１・３ 
木曜日 
午前10時～正午 

毎月第２・４ 
金曜日 
午前10時～正午 

毎週火曜日 
午前９時半～正午 
それ以外は予約制 

保健センター 保健センター 
�82-7615健康相談 

月～金曜日 
執務時間中 

市役所別館 
地域振興課 

地域振興課 
�83-0001 
（内線583） 

市民相談 

月～金曜日 
執務時間中 

総合福祉 
　センター 

地域振興課 
�83-0001 
（内線583） 

地域振興課 
�83-0001 
（内線583） 

地域振興課 
�83-0001 
（内線583） 

課税課 
�83-0001 
（内線352） 

求人案内 

労働相談 

税の相談 

相談名 と　き ところ 問合せ 相談名 と　き ところ 問合せ 

子ども相談 
（家庭児童相談） 

毎週月曜・坂口医師 
毎月第２、４水曜・ 
　　　　　西森医師 
時間は午後１時半～３時 

総合福祉 
　　センター 

総合福祉 
　　センター 

総合福祉 
　　センター 

総合福祉 
　　センター 

総合福祉 
センター 
�85-0707健康相談 

高齢者・障害者のための 

障害者雇用相談 

市の主な行事を 
いつでもお聞き 
いただけます 

テレフォンサービス 
� 
82－4111

※各種相談は無料となっています。また、秘密は厳守 
　されますのでご安心ください。 

シリーズ：あいぴあ泉南�シリーズ：あいぴあ泉南�
あいぴあ泉南・すこやか健康講座あいぴあ泉南・すこやか健康講座

一、骨と関節の病気
整形外科は、受診率

の高い診療科目として
知られています。腰が
痛い、膝が痛い、肩が
こるなど、部位は様々
ですが、共通の症状は
痛みです。最新の診断
と治療、症状の改善と
再発防止について学ん
でみませんか。
▼と　き＝３月17日(月)
午後１時半～３時半
▼講　師＝坂口光輝

さかぐちみつてる

さ
ん（整形外科医）、理学
療法士
▼定　員＝30人（先着
順）
二、高脂血症
高脂血症とは、血液

中の脂肪分（コレステ
ロールと中性脂肪）が
高い状態をさし、たま
りすぎると動脈硬化を
引き起こし高血圧や心
筋梗塞の原因となりま
す。高脂血症の治療と
予防方法について学ん
でみませんか。
▼と　き＝３月26日(水)
午後１時半～３時半
▼講　師＝西森義高

にしもりよしたか

さ
ん（内科医）、栄養士
▼定　員＝30人（先着
順）
▼一、二、申込み・問
合せ＝お電話またはフ
ァクスであいぴあ泉南
（(85)０７０７／fax(85)
０９０９）

総
合
相
談
デ
ー
を

開
催
し
ま
す

平
成
十
五
年
四
月
一
日
か
ら
、
被
用
者

保
険
に
お
け
る
一
部
負
担
金
の
割
合
の
見

直
し
に
併
せ
、
退
職
被
保
険
者
等
の
一
部

負
担
金
の
割
合
が
三
割
と
な
り
ま
す
。

現
在
交
付
済
の
保
険
証
の
有
効
期
限
が

平
成
十
五
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。
三
月
中
に
新
し
い
保
険
証

を
送
付
い
た
し
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

▼
問
合
せ
＝
国
保
年
金
課
（
内
線
三
八

〇
・
二
九
一
）

自
営
業
や
農
業
等
の
第
一
号
被
保
険
者

の
方
は
、
毎
月
の
保
険
料
を
納
期
限
ま
で

に
納
め
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。
被
保
険
者
期
間
中
に
「
つ
い
う
っ
か

り
」
の
未
納
期
間
が
あ
り
ま
す
と
、
万
一

の
事
故
の
時
に
障
害
基
礎
年
金
、
遺
族
基

礎
年
金
等
が
受
け
ら
れ
な
い
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
納
期
限
か
ら
二
年
を
過
ぎ

る
と
納
め
た
く
て
も
納
め
ら
れ
ず
、将
来
、

老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
ら
れ
な
い
事
に
も

な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
の
な
い
よ
う
、
保
険

料
は
必
ず
納
期
限
ま
で
に
納
め
、
未
納
期

間
を
つ
く
ら
な
い
よ
う
に
し
、
年
金
の
受

給
権
を
し
っ
か
り
と
確
保
す
る
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

▼
年
金
手
帳
を
お
持
ち
の
皆
さ
ま
へ
＝
年

金
手
帳
は
大
切
に
保
管
し
ま
し
ょ
う
。
ま

た
、
就
職
し
た
時
は
必
ず
、
年
金
手
帳
を

事
業
所
に
提
示
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。

▼
問
合
せ
＝
国
保
年
金
課（
内
線
二
五
五
）

泉
南
市
の
水
道
水
は
、
飲
み
水
と
し
て

の
水
質
基
準
を
十
分
に
満
た
し
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
朝
一
番
や
長
い
時
間
、
水

道
水
を
使
用
し
な
か
っ
た
場
合
に
は
、
消

毒
の
た
め
の
塩
素
濃
度
が
低
下
し
た
り
、

給
水
管
に
鉛
管
が
使
わ
れ
て
い
る
ご
家
庭

で
は
、
微
量
の
鉛
が
溶
出
す
る
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。

通
常
の
使
用
状
態
で
は
心
配
あ
り
ま
せ

ん
が
、
念
の
た
め
朝
一
番
や
長
い
時
間
、

家
を
留
守
に
し
た
場
合
な
ど
は
、
最
初
の

水
（
バ
ケ
ツ
一
杯
程
度
）
を
飲
み
水
以
外

に
使
用
さ
れ
る
こ
と
を
お
す
す
め
し
ま

す
。

▼
問
合
せ
＝
水
道
部
工
務
課
（
(83)
２
０
９

０
）一

般
廃
棄
物
の
持
ち
込
み
定
期
投
入
に

つ
い
て
、
平
成
十
五
年
度
に
泉
南
清
掃
工

場
を
使
用
さ
れ
る
方
の
使
用
願
の
申
請
を

受
付
し
ま
す
。

▼
申
込
み
＝
同
清
掃
工
場
計
量
室
に
備
え

付
け
の
申
請
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
の

上
、
泉
南
清
掃
事
務
組
合
事
業
課
ま
で
提

出
し
て
く
だ
さ
い
▼
受
付
期
間
＝
三
月
三

日(

月)

〜
十
七
日(

月)

（
土
日
は
除
く
）

▼
そ
の
他
＝
▽
こ
の
申
請
は
一
般
廃
棄
物

の
取
り
扱
い
の
営
業
許
可
で
は
あ
り
ま
せ

ん
▽
ご
み
の
排
出
時
に
は
減
量
化
を
図

り
、
市
の
ご
み
分
別
品
目
に
合
わ
せ
て
持

ち
込
む
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
▽
産
業
廃

棄
物
に
つ
い
て
は
、
廃
棄
物
の
処
理
及
び

清
掃
に
関
す
る
法
律
等
に
よ
り
、
事
業
者

の
責
任
に
お
い
て
適
正
に
処
理
し
て
く
だ

さ
い
▼
問
合
せ
＝
泉
南
清
掃
事
務
組
合

（
(84)
０
５
８
１
）

四
月
に
な
る
と
日
本
育
英
会
、
大
阪
府

育
英
会
等
の
奨
学
金
及
び
高
校
授
業
料
減

免
、
軽
減
等
の
申
請
の
受
付
が
始
ま
り
ま

す
。
こ
れ
ら
の
申
込
み
期
間
を
過
ぎ
る
と

申
請
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

泉
南
市
で
は
次
の
と
お
り
、
各
種
奨
学

金
制
度
に
つ
い
て
の
相
談
窓
口
を
設
け
て

い
ま
す
。
ご
質
問
や
ご
相
談
が
あ
り
ま
し

た
ら
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
な
お
、
奨
学
金

の
申
込
み
用
紙
の
配
布
場
所
及
び
申
込
み

窓
口
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
方
が
通
っ
て
い
る

10

nf orma ti
i

o n
国
民
年
金
の
保
険
料
は

納
め
ま
し
た
か

朝
一
番
の
水
道
水
は

飲
み
水
以
外
に

退
職
者
医
療
制
度
が

変
わ
り
ま
す

奨
学
金
制
度
の
相
談
窓
口

を
ご
利
用
く
だ
さ
い

泉
南
清
掃
工
場
の
使
用
願

を
受
付
し
ま
す

市役所　�83-0001 
清掃課　�83-5875 
あいぴあ泉南 
　　　　�85-0707 
消防本部　　　　 
　　　　�85-0119 
樽井公民館 
　　　　�83-4361



阪
市
・
市
民
局
安
全
対
策
課
（
０
６
・
６

２
０
８
・
７
３
８
９
）
▽
豊
中
市
・
生
活

再
建
支
援
対
策
本
部
（
０
６
・
６
８
５

８
・
２
３
５
０
）
▽
吹
田
市
・
生
活
福
祉

課
（
０
６
・
６
３
８
４
・
１
２
３
１
）
▽

池
田
市
・
保
健
福
祉
総
務
課
（
０
７
２
・

７
５
２
・
１
１
１
１
）
▽
箕
面
市
・
地
域

福
祉
課（
０
７
２
・
７
２
４
・
６
７
３
１
）

大
阪
府
警
察
で
は
、
行
方
不
明
者
を
捜

す
特
設
相
談
所
を
開
設
し
て
い
ま
す
。
家

族
や
知
人
等
で
行
方
不
明
に
な
っ
て
い
る

方
は
、ぜ
ひ
ご
相
談
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
と
き
＝
三
月
十
八
日(

火)

〜
三
月
二
十

四
日(

月)

午
前
九
時
〜
午
後
五
時
▼
と
こ

ろ
＝
四
天
王
寺
境
内
・
亀
の
池
南
側
「
が

ら
ん
回
廊
北
側
」（
大
阪
市
天
王
寺
区
）

▼
交
通
＝
最
寄
駅
（
Ｊ
Ｒ
天
王
寺
駅
・
地

下
鉄
天
王
寺
駅
か
四
天
王
寺
前
夕
日
ヶ
丘

駅
）
▼
そ
の
他
＝
特
別
相
談
所
開
設
期
間

以
外
は
、
大
阪
府
警
察
本
部
鑑
識
課
内
に

「
行
方
不
明
者
を
捜
す
相
談
所
」
を
常
設

し
、
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
（
月
〜
金
曜

日
）
▼
問
合
せ
＝
泉
南
警
察
署
（
(71)
１
２

３
４
）

二
月
十
一
日(

火)

の
祝
日
に
伴
い
、
可

燃
ご
み
の
収
集
日
を
一
部
変
更
し
ま
す
。

※
祝
日
の
あ
る
月
は
、
可
燃
ご
み
の
収
集
日

を
振
り
替
え
て
行
い
ま
す
。
収
集
日
程
カ
レ

ン
ダ
ー
を
確
認
し
、
収
集
日
当
日
の
午
前
九

時
ま
で
に
決
め
ら
れ
た
場
所
に
、
分
別
し
て

か
ら
出
す
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、

平
成
十
五
年
度
の
収
集
日
程
カ
レ
ン
ダ
ー
は

三
月
中
に
配
布
し
ま
す
。

▼
問
合
せ
＝
清
掃
課
（
(83)
５
８
７
５
）

13

可
燃
ご
み
の
収
集
日
を

一
部
変
更
し
ま
す

行
方
不
明
者
を
捜
す
特
別

相
談
所
を
開
設
し
ま
す

※幼児の入場は、水着を着用された保護者の方の同伴が必要です。  
　保護者同伴の場合でも、保護者１人につき幼児２人に制限します。  
※気象警報が発令された時は、臨時休館になる場合があります。

□‥‥開館日 
●‥‥休館日 
※受付時間 
（午前９：15～午後７：00） 
※利用料金 
▽大　人＝500円 
▽高校生＝300円 
▽小・中学生＝200円 
▽高齢者＝250円

※体育館をご利用いただく場合は 
　必ず、上ぐつをご持参ください

※開館時間＝午前9時～午後10時 
　（行事によって早く閉館する場合があります）
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税
制
改
正
に
よ
り
、
平
成
十

五
年
度
か
ら
固
定
資
産
課
税
台

帳
の
縦
覧
制
度
が
改
正
さ
れ
、

新
し
く
一
、
縦
覧
制
度
と
二
、

閲
覧
制
度
が
で
き
ま
し
た
。
こ

れ
ら
の
制
度
の
概
要
に
つ
い
て

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

一
、
縦
覧
制
度

納
税
義
務
者
の
方
が
他
の
所

有
者
の
土
地
や
家
屋
と
比
較
し

て
、
価
格
（
評
価
額
）
が
適
正

で
あ
る
か
ど
う
か
を
確
認
す
る

た
め
に
、
土
地
及
び
家
屋
価
格

等
縦
覧
帳
簿
を
縦
覧
に
供
す
る

制
度
で
す
。
土
地
価
格
等
縦
覧

帳
簿
に
は
所
在
、
地
番
、
地
目
、

地
積
、
価
格
を
記
載
し
て
い
ま

す
。
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿
に

は
所
在
、
家
屋
番
号
、
建
築
年
、

種
類
、
構
造
、
床
面
積
、
価
格

を
記
載
し
て
い
ま
す
。

▼
縦
覧
期
間
＝
四
月
一
日(

火)

〜
六
月
二
日(

月)

の
午
前
九
時

〜
午
後
五
時
（
土
日
祝
日
は
除

く
）
▼
縦
覧
場
所
＝
市
役
所
課

税
課
固
定
資
産
税
係
▼
縦
覧
で

き
る
方
＝
泉
南
市
固
定
資
産
税

の
納
税
義
務
者
で
あ
る
こ
と
が

必
要
で
す
▼
そ
の
他
＝
▽
印
鑑

（
認
め
印
）
を
ご
持
参
く
だ
さ

い
▽
代
理
人
の
場
合
は
委
任
状

が
必
要
で
す
。

二
、
閲
覧
制
度

今
ま
で
と
同
じ
よ
う
に
納
税

義
務
者
の
方
が
名
寄
帳
を
閲
覧

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、

固
定
資
産
税
課
税
台
帳
の
閲
覧

に
つ
い
て
は
、
納
税
義
務
者
の

他
、
借
地
・
借
家
人
の
方
も
閲

覧
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。

▼
閲
覧
期
間
＝
四
月
一
日(

火)

以
降
〜
（
土
日
祝
日
は
除
く
）

の
午
前
九
時
〜
午
後
五
時
▼
縦

覧
場
所
＝
市
役
所
課
税
課
固
定

資
産
税
係
▼
閲
覧
の
で
き
る

方
＝
▽
所
有
者
本
人
及
び
同
居

親
族
の
方
▽
借
地
・
借
家
人
の

方
（
確
認
の
た
め
、
賃
貸
借
契

約
書
等
の
書
類
が
必
要
で
す
）

▼
そ
の
他
＝
▽
印
鑑
（
認
め
印
）

を
ご
持
参
く
だ
さ
い
▽
代
理
人

の
場
合
は
委
任
状
が
必
要
で
す

▼
問
合
せ
＝
課
税
課
（
内
線
二

二
九
・
二
三
九
・
三
一
六
）

月
・
木
曜
日 

３
月
20
日
木
曜
日 

３
月
19
日
水
曜
日 

月
・
木
曜
日 

３
月
21
日
金
曜
日 

３
月
20
日
木
曜
日 

収
集
地
域 

収
集
が
休
み
の
日 

振
替
え
収
集
日 

固
定
資
産
課
税
台
帳
の

縦
覧
・
閲
覧
制
度
変
わ
り
ま
し
た

三
月
十
五
日(

土)

か
ら
三
月
三
十
日

(

日)

ま
で
、
蔵
書
点
検
及
び
図
書
の
総
整

理
の
た
め
、
図
書
館
及
び
移
動
図
書
館
か

し
の
き
号
の
運
行
は
お
休
み
と
な
り
ま

す
。図

書
館
で
は
年
に
一
度
こ
の
時
期
に
、

本
の
総
点
検
や
書
架
の
総
整
理
を
実
施
し

ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
大
変
ご
迷

惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、
図
書
館
は
四

月
一
日(

火)

か
ら
平
常
通
り
開
館
し
ま
す

の
で
、
ふ
る
っ
て
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
休
館
中
の
図
書
の
返
却
＝
図
書
館
入
り

口
横
に
あ
る
ブ
ッ
ク
ポ
ス
ト
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
※
Ｃ
Ｄ
、
ビ
デ
オ
、
カ
セ
ッ
ト
テ

ー
プ
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
等
は
破
損
す
る
お
そ
れ
が

あ
り
ま
す
の
で
ブ
ッ
ク
ポ
ス
ト
へ
は
返
却

し
な
い
で
く
だ
さ
い
▼
か
し
の
き
号
の
巡

回
＝
下
記
に
掲
載
の
巡
回
日
程
表
を
ご
参

照
く
だ
さ
い
▼
問
合
せ
＝
図
書
館
（
(82)
７

７
６
６
）

恩
給
欠
格
者
（
旧
軍
人
軍
属
で
恩
給
な

ど
受
け
て
い
な
い
方
）、
引
揚
者
（
終
戦

に
伴
い
、
本
邦
以
外
の
地
域
か
ら
引
き
揚

げ
て
こ
ら
れ
た
方
）
の
皆
さ
ま
に
慰
藉
の

念
を
示
す
た
め
、
内
閣
総
理
大
臣
名
の
書

状
な
ど
を
贈
呈
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
引
揚
者
か
ら
の
請
求
期
限
は
平

成
十
五
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
と
な
っ
て

い
ま
す
。

▼
申
込
み
＝
市
役
所
生
活
福
祉
課
に
設
置

し
て
い
る
請
求
書
類
で
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
※
す
で
に
請
求
さ
れ
た
方
は
、
請
求

す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
▼
問
合
せ
＝
▽

生
活
福
祉
課
（
内
線
三
一
〇
）
▽
総
務
省

認
可
法
人
・
平
和
記
念
事
業
特
別
基
金

（
�
０
１
２
０
・
２
３
４
・
９
３
３
）

家
庭
生
活
の
安
定
と
、
次
代
の
社
会
を

担
う
児
童
の
健
全
な
育
成
及
び
資
質
の
向

上
を
目
的
に
、
児
童
を
養
育
し
て
い
る
人

に
手
当
を
支
給
し
て
い
ま
す
。

▼
支
給
対
象
＝
小
学
校
就
学
前
の
児
童
を

養
育
し
て
い
る
人
。
但
し
、
前
年
（
一
月

か
ら
四
月
ま
で
の
請
求
に
つ
い
て
は
前
々

年
）の
所
得
が
一
定
額
以
上
の
場
合
に
は
、

所
得
制
限
に
よ
り
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

▼
手
当
の
額
（
月
額
）
＝
第
一
子
は
五
〇

〇
〇
円
、
第
二
子
は
五
〇
〇
〇
円
、
第
三

子
以
降
は
一
〇
〇
〇
〇
円
。

▼
手
続
き
＝
印
鑑
、
請
求
者
（
家
計
に
お

い
て
中
心
的
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る

方
）名
義
の
銀
行
等
の
通
帳
を
持
参
の
上
、

児
童
福
祉
課
で
請
求
の
手
続
き
を
行
っ
て

く
だ
さ
い
。
但
し
、
公
務
員
の
方
は
勤
務

先
で
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
受
給
中
の
方
の
手
続
き
＝
次
の
一
、
〜

七
、
の
よ
う
な
変
更
が
生
じ
た
場
合
は
、

必
ず
速
や
か
に
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

一
、
厚
生
年
金
等
の
加
入
者
で
あ
る
受
給

者
が
退
職
し
た
と
き
二
、
出
生
な
ど
に
よ

り
、
支
給
対
象
と
な
る
児
童
が
増
え
た
と

き
三
、
受
給
者
の
住
所
が
他
市
区
町
村
に

変
わ
っ
た
と
き
四
、
児
童
の
住
所
が
変
わ

っ
た
と
き
五
、
受
給
者
、
児
童
の
氏
名
が

変
わ
っ
た
と
き
六
、
受
給
者
が
公
務
員
と

な
っ
た
と
き
七
、
支
払
い
希
望
金
融
機
関

を
変
更
し
た
い
と
き
※
手
続
き
が
遅
れ
ま

す
と
、
受
給
で
き
る
月
分
の
手
当
が
受
け

ら
れ
な
く
な
っ
た
り
、
手
当
を
返
還
し
て

い
た
だ
く
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
＝
児
童
福
祉
課（
内
線
三
二
五
）

大
阪
府
内
で
阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
被

災
し
た
被
災
者
を
支
援
す
る
「
被
災
者
自

立
支
援
金
制
度
」
に
つ
き
ま
し
て
は
、
世

帯
主
要
件
を
見
直
す
特
例
措
置
を
設
け
、

す
べ
て
の
支
給
要
件
を
満
た
す
世
帯
に
支

援
金
を
支
給
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

支
給
要
件
等
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
被

災
し
た
日
に
在
住
し
て
い
た
市
（
大
阪

市
・
豊
中
市
・
吹
田
市
・
池
田
市
・
箕
面

市
）
の
被
災
者
自
立
支
援
制
度
担
当
課
へ

お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

▼
申
請
受
付
期
間
＝
平
成
十
五
年
三
月
三

十
一
日(

月)

ま
で
▼
問
合
せ
＝
▽
泉
南

市
・
政
策
推
進
課
（
内
線
二
八
七
）
▽
大
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※○印の日は土曜日の巡回となります

□‥開館日（午前10時～午後5時） 
●‥休館日鳴滝第２小学校

楠台１号公園
金　熊　寺

ステーション名 時間

ファミール南大阪
関空山の手台
砂川集会所前
青少年センター

サンハイツ和泉砂川
一丘団地

八幡山自治会館
浜老人集会場
西信達公民館

巡回日
３月 ４月

ステーション名 時間
巡回日

３月 ４月
水
水
木
木
金
金
水

2：00～ 
2：45

2：00～ 
2：30

2：00～ 
2：30

2：00～ 
2：30

3：15～ 
4：00

3：00～ 
4：00

水
木
木
金
金

3：00～ 
4：00

3：15～ 
4：00

3：15～ 
4：00

2：00～ 
2：45

2：00～ 
3：00

3：00～ 
4：00

2日16日 9日23日
2日16日
3日17日
3日17日
4日18日

24日
24日
25日
25日

10日
10日
11日
11日

4日18日
9日23日

5日
5日
6日
6日
7日
7日
12日

12日
13日
13日

14日
14日

1日

1日

1

1

2

2

9

3

3

4

4

5

5

6 7 8
10

16

23

30 31

24 25 26 27 28 29

17 18 19 20 21 22

11 12 13 14 15

図
書
館
が
蔵
書
点
検
の

た
め
に
休
館
し
ま
す

児
童
手
当
・
特
例
給
付
・
就
学
前
　

特
例
給
付
は
請
求
し
ま
し
た
か

恩
給
欠
格
者
・
引
揚
者
の

皆
さ
ま
に
お
知
ら
せ
し
ま
す

被
災
者
自
立
支
援
金
の
特
例

措
置
を
お
知
ら
せ
し
ま
す



で
、
申
請
者
指
定
の
金
融
機
関
へ
振
込
に

て
支
給
し
ま
す
。

▼
問
合
せ
＝
学
務
課
（
内
線
二
九
七
）

市
役
所
の
玄
関
ロ
ビ
ー
に
あ
る
自
動
交

付
機
を
利
用
す
る
と
、
市
役
所
の
執
務
時

間
以
外
の
休
日
で
も
住
民
票
の
写
し
や
印

鑑
証
明
書
等
の
交
付
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

但
し
、
利
用
す
る
に
は
、
本
人
が
暗
証

番
号
を
届
け
、
請
求
者
識
別
カ
ー
ド
の
交

付
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
す
で
に

印
鑑
登
録
を
し
て
い
る
方
は
、
印
鑑
登
録

証
カ
ー
ド
を
必
ず
ご
持
参
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
官
公
署
発
行
の
写
真
の
貼
付
さ
れ
た

証
明
書
（
免
許
証
、
パ
ス
ポ
ー
ト
等
）
が

あ
る
場
合
も
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

▼
利
用
で
き
る
時
間
＝
一
月
五
日
〜
十
二

月
二
十
九
日
の
平
日
（
午
前
八
時
〜
午
後

七
時
）、
土
日
祝
日
（
午
前
九
時
〜
午
後

五
時
）
※
毎
月
第
三
木
曜
日
は
保
守
点
検

の
た
め
午
後
三
時
ま
で
▼
問
合
せ
＝
市
民

課
（
内
線
二
五
八
）
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休
日
で
も
住
民
票
等
を

取
る
こ
と
が
で
き
ま
す

広報せんなん２月号（４５２号）では、「市町村の合併

に至るまでの手続き」について説明してきましたが、今

月号では、大阪府内の市町村の合併に関する動きや泉南

市の合併問題に関する取り組みの状況等についてご紹介

します。

「市町村の合併の特例に関する法律」いわゆる「合併

特例法」は、

平成１７年３

月３１日を法

期限とする時限立法であり、法期限まで残すところ約２

年となり、全国各地で合併問題への取り組みが進められ

ています。

総務省の調査（平成１４

年１０月１日時点）では、

法定協議会の設置数が１２

９（構成市町村数５１９）

であり、任意協議会や研究

会等を含めると設置数が６

６７（構成市町村数２６４

７）にのぼり、全国の８割

以上の市町村が合併の検討

を進めています。

また、大阪府内では、法

定協議会が１か所（富田林市・太子町・河南町・千早赤

阪村合併協議会）が設置されており、任意協議会や研究

会等は１０か所（構成市町村数２８）が設置され、合併

問題や合併を視野に入れた広域的連携に関する検討が進

められています。

泉南市においても、平成１４年８月に、より広域的な

視野のもと、

市町の合併を

視野に入れた

新しい広域的連携のあり方について調査・研究を行って

いくという目的のもと、従来の「泉州南広域行政研究会」

に泉佐野市・田尻町にも加入いただき、３市２町の枠組

みで活動を進めており、平成１４年１１月に中間報告を

とりまとめたところです。

「泉州南広域行政研究会」では、平成１５年３月を目

標に最終報告書をとりまとめる予定で作業を進めていま

す。最終報告書がまとまりしだい、市民の皆さんにもお

示しし、合併問題をはじめ、泉南市の将来のあり方につ

いて共に考えていきたいと考えています。

泉州南広域行政研究会のホームページのアドレスが

（http://www.sensyu-minami.jp/）に変更されました。内

容も一部変更されていますので、ご覧ください。

▼問合せ＝政策推進課（内線３４９・２８７）

シリーズ：みんなで考えよう市町村合併�シリーズ：みんなで考えよう市町村合併�

臨時的・短期的で高齢者にふ
さわしい仕事はシルバー人材セ
ンターをご利用ください。シル
バー人材センターでは、次のよ
うな仕事をお受けしています。
▼主な仕事＝▽軽作業
（清掃、除草、ビラ配
り、屋内・屋外作業
ほか）▽施設管理
（公園、テニスコー
ト、駐車場、駐輪
場、カート回収等）
▽事務（一般事務、
宛名書き、毛筆賞状書
き）▽園芸（庭木の剪定、
施肥、消毒、庭の清掃）▽修
理・修繕（障子・ふすま、網戸、
トタン、波板の張替、ペンキ塗
り、小修理）▽家事・福祉サー
ビス（家事手伝い、食事の支度、

老人介護補助、病人看護補助）
▼申込み＝お電話で(社)泉南市
シルバー人材センター（(83)８
６６１）
▼シルバー人材センター会員を

募集しています＝泉南市
在住の健康で働く意欲
のある、おおむね
60歳以上の方（58
歳以上の方も可）
で入会を希望され
る方は、入会説明
会（月１回開催）を

受け、入会手続きを行
ってください

▼その他＝臨時的・短期的な無
料の職業紹介も行っています
▼問合せ＝(社)泉南市シルバー
人材センター（(83)８６６１）

シルバー人材センターをご利用ください
利
用
方
法
は
、
各
郵
便
局
の
営
業
時
間

内
に
、
備
え
付
け
の
請
求
用
紙
と
返
信
用

封
筒
を
利
用
し
、必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

切
手
を
貼
付
、
手
数
料
分
の
定
額
小
為
替

を
同
封
（
現
金
書
留
も
可
）
し
、
市
役
所

へ
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

取
り
扱
い
業
務
と
手
数
料
（
一
通
当
た

り
）
は
、
▼
住
民
票
の
写
し
＝
二
〇
〇
円

▼
戸
籍
謄
・
抄
本
＝
四
五
〇
円
▼
除
籍

謄
・
抄
本
＝
七
五
〇
円
▼
原
戸
籍
謄
・
抄

本
＝
七
五
〇
円
▼
私
的
年
金
現
況
届
＝
一

〇
〇
円
▼
公
的
年
金
現
況
届
＝
無
料

請
求
の
で
き
る
人
は
、
原
則
と
し
て
本

人
ま
た
は
同
一
世
帯
（
同
一
戸
籍
）
内
の

人
で
す
。

▼
問
合
せ
＝
市
民
課
（
内
線
二
五
八
）

軽
自
動
車
税
は
四
月
一
日
現
在
の
所
有

者
に
課
税
さ
れ
ま
す
。軽
自
動
車
を
売
却
、

譲
渡
、
廃
棄
等
さ
れ
た
方
で
名
義
変
更
、

廃
車
等
の
申
告
が
ま
だ
の
方
は
現
在
も
登

録
さ
れ
て
お
り
、
課
税
は
継
続
し
て
い
ま

す
の
で
、
次
表
の
区
分
に
よ
り
、
三
月
三

十
一
日(

月)

ま
で
に
手
続
き
を
行
っ
て
く

だ
さ
い
。

軽
自
動
車
税
は
自
動
車
税
と
は
異
な

り
、月
割
課
税
制
度
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

年
度
途
中
で
廃
車
さ
れ
て
も
、
月
割
り
で

還
付
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

※
原
動
機
付
自
転
車
（
ミ
ニ
バ
イ
ク
）
の

盗
難
・
紛
失
に
つ
い
て
は
、
警
察
へ
の
被

害
届
と
同
時
に
市
役
所
課
税
課
へ
の
廃
車

届
も
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
盗
難
等

に
よ
る
警
察
か
ら
市
役
所
へ
の
連
絡
は
あ

り
ま
せ
ん
。

▼
問
合
せ
＝
課
税
課
（
内
線
二
三
八
）

泉
南
市
立
小
・
中
学
校
に
通
学
し
て
い

る
児
童
生
徒
の
保
護
者
の
方
で
、
就
学
援

助
費
を
申
請
さ
れ
、
受
給
認
定
さ
れ
た
方

の
後
期
分
の
支
給
日
は
三
月
十
一
日(

火)
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軽
自
動
車
税
に
つ
い
て

お
知
ら
せ
し
ま
す

住
民
票
等
は
郵
便
で
も

請
求
で
き
ま
す

児
童
生
徒
就
学
援
助
費

後
期
分
を
支
給
し
ま
す

▼申告・納期限が近づいています＝平成１４年分の所得税の

確定申告と納税は３月１７日(月)までとなっています。

▼確定申告書等は自分で作成し、早期に提出しましょう＝税

務署では、納税者の方々が確定申告書や収支内訳書をご自分

で作成していただき、税務署の職員は作成のための助言を行

う「自書申告」を推進しています。確定申告期限間際の税務

署の窓口は、大

変混雑しますの

で、早めの提出

にご協力ください。また、今年から国税庁のホームペ

ージ（http://www.nta.go.jp）で所得税の確定申

告が作成できるようになりました。ふるっ

て、ご利用ください。

※確定申告書の提出や納税を期限までに

しなかったり、税額を少なく申告して

いたときは、加算税や延滞税を納めな

ければならない場合がありますので、

ご注意ください。

▼確定申告書の郵送にご協力くださ

い＝申告書送付用封筒が簡単に作成でき

るチラシを申告書に同封しています。郵送

での提出にご利用ください。

※郵送先は、〒５９８－００２１泉佐野市日根野

３６８３－１・泉佐野税務署です。

※申告書控の郵送を希望される場合は、返信用封筒を必ずご

用意ください。

▼納税は口座振替で＝納税は便利で、安全、確実な振替納税

をご利用ください。

▼還付金の受け取りは銀行口座振り込みを＝確定申告書に、

本人名義の取引

金融機関名、預

金の種類、口座

番号を必ずご記入ください。

▼個人事業者の消費税及び地方消費税の申告と

納税は３月３１日(月)まで＝消費税は、預か

り金的性格を有する税金ですので、期限

内納付にご協力ください。

▼泉佐野税務署へは公共交通機関をご

利用ください＝泉佐野税務署はＪＲ日

根野駅近くにあります。税務署は駐車

場が狭く、近隣道路は駐車禁止となっ

ていますので、お車での来署はご遠慮

ください。

▼問合せ＝泉佐野税務署（(62)３４７１）

所得税の申告と納税はお済みですか？

区　分 必要なもの 申告の受付場所 

▼原動機付 
　　自転車 
▼小型特殊 
　　自動車 

　泉南市役所 
　課税課市民税係 
（��０００１ 
　内線238／251） 

ナンバープレート 
販売証明書または 
申告済書、印鑑 

必要書類等 
は、それぞ 
れの手続き 
先でご確認 
ください。 

　和泉自動車検査 
　登録事務所 
　和泉市上代町官有地 
（�０７２５�３９３０） 
　軽自動車検査協会 
　和泉支所 
　堺市山田２丁190－３ 
（�０７２（273）１５６１） 

▼軽二輪車 
▼二輪小型 
　　自動車 

▼軽自動車 
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▼投票日＝４月１３日(日)
▼投票時間＝午前７時～午後８時
▼投票のできる人
▽昭和５８年４月１４日までに生まれた方
▽平成１５年１月３日までに転入の届出をし、引き続　
き泉南市の住民基本台帳に記載されている方

▼住所移転者の選挙権の行使について
最近、住所を移動された方は、投票の場所等が変わる

場合があります。次の表をご覧になって、お間違えのな
いようにしてください。

※印で投票するには、新住所地の市区町村長が発行する
「引き続き大阪府内に住所を有する旨の証明書」が必要
です。
▼注　意＝▽平成１５年１月４日以後、大阪府内の市町
村間で住所を移動された方は、前住所地で投票すること
になりますが、それには前住所地の選挙人名簿に登録さ
れていることが必要です。
▽また、前住所地で投票する際には、新住所地の市区町
村で発行する「引き続き大阪府内に住所を有する旨の証
明書」を提示しなければ投票できません。
▽したがって、前住所地で投票される方は、新住所地の
市民課（住民課）に申し出て「引き続き大阪府内に住所
を有する旨の証明書」の交付を受けてください。
（※但し、最近２回以上、市町村間で住所を移動された
方は、取扱いの異なる場合があります。）
▼不在者投票制度
一、一般の不在者投票
投票日当日に仕事や旅行などの理由により、投票する

ことができない方は、市役所において不在者投票ができ
ます。入場整理券が届いている方はご持参ください。
▼不在者投票のできる期間＝４月４日(金)から４月１２

日(土)まで（土、日曜日を含む）
▼不在者投票受付時間＝午前８時半～午後８時
▼不在者投票場所＝市役所別館一階総合事務局会議室
二、郵便による不在者投票
身体障害者手帳または戦傷病者手帳を所持している方

で、次のような障害のある選挙人の方は、一般の不在者
投票の他に、現在する場所（自宅等）で投票ができる
「郵便による不在者投票」という方法があります。
▼郵便による不在者投票のできる人＝身体障害者手帳に
▽両下肢、体幹の障害または移動機能の障害の程度が１

級または２級▽心臓、腎臓、呼吸器、膀
胱、直腸、小腸の障害の程度が１級また
は３級と記載されている方。
戦傷病者手帳に▽両下肢、体幹の障害

の程度が、特別項症から第２項症▽心臓、
腎臓、呼吸器、膀胱、直腸、小腸の障害
の程度が特別項症から第３項症と記載さ
れている方。
▼注　意＝手帳の記載だけでは、障害の
程度がはっきり分からないときは、上記
の障害の程度に該当するという大阪府知
事の証明を受けてください。
なお、郵便による不在者投票を行うた

めには、「郵便投票証明書」が必要です。
まだ「郵便投票証明書」の交付を受けていない方や有効
期限の切れる方は、身体障害者手帳または戦傷病者手帳
を添えて、泉南市選挙管理委員長に対し、交付申請をし
ていただき、交付を受けるようにしてください。
▼不在者投票のできる期間＝４月４日(金)から４月１２
日(土)まで。但し、泉南市選挙管理委員長が投票日当日
（４月１３日）、投票所を閉じる時刻（午後８時）までに
各投票所へ送ることができるよう、必ずお早めにご郵送
ください。
▼不在者投票の交付請求手続き＝あらかじめ申請し、交
付を受けた「郵便
投票証明書」を添
えて、投票日の４
日前（４月９日）
までに、泉南市選
挙管理委員長に対
し、投票用紙の交
付を請求してくだ
さい。

４月１３日４月１３日((日日))午前７時～午後８時午前７時～午後８時

大阪府議会議員選挙が行われます大阪府議会議員選挙が行われます

転入届 
をされ 
た方 

転出届 
をされ 
た方 

投票場所／投票の可否 

届出の日 届出の別 

Ｈ１５.１.３以前 

Ｈ１５.１.４以後 

Ｈ１５.１.３以前 

Ｈ１５.１.４以後 

Ｈ１５.１.３以前に新住所地に転入 

Ｈ１５.１.４以後に新住所地に転入 

全期間 

新住所地で 
投票できる 

他府県から 
転入した方 

他府県へ転出した方 

大阪府内の他 
の市町村から 
転入した方 

大阪府内の他 
の市町村へ 
転出した方 

投　　票 
できない 

前住所地で 
投票できる 

※ 

※ 

▼問合せ＝泉南市選挙管理委員会事務局（(83)０００１・内線２６０）

まかせずに　自分で選ぼう　まかす人

安
い
掛
金
（
年
間
一
口
七
二
〇
円
）
で
、

日
本
国
内
で
の
車
両
に
関
わ
る
事
故
を
補

償
し
ま
す
。
今
年
も
三
月
三(

月)

日
か
ら

加
入
申
込
み
の
受
付
を
行
い
ま
す
。
ふ
る

っ
て
、
ご
加
入
く
だ
さ
い
。

▼
加
入
資
格
＝
泉
南
市
に
住
民
・
外
国
人

登
録
し
て
い
る
方
▼
保
険
期
間
＝
平
成
十

五
年
四
月
一
日
〜
平
成
十
六
年
三
月
三
十

一
日
▼
保
険
料
（
掛
金
）
＝
一
人
一
口
に

つ
き
七
二
〇
円
（
一
年
分
）。
中
途
申
込

み
は
月
割
り
で
一
人
一
口
に
つ
き
六
〇

円
。
但
し
、
加
入
は
一
人
二
口
ま
で
▼
保

険
金
が
支
払
わ
れ
る
場
合
＝
日
本
国
内
に

お
い
て
車
両
（
自
転
車
・
バ
イ
ク
・
自
動

車
・
電
車
・
汽
車
な
ど
）
に
よ
る
人
身
事

故
に
対
し
保
険
金
が
支
払
わ
れ
ま
す
。
但

し
、
航
空
機
・
船
舶
な
ど
に
よ
る
事
故
は

支
払
の
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
▼
事
故
保
険

金
（
一
口
に
つ
き
）
＝
▽
死
亡
（
一
〇
〇

万
円
）
▽
後
遺
障
害
（
一
〇
〇
万
円
以
内
）

▽
ケ
ガ
を
し
て
医
師
の
治
療
を
受
け
た
と

き
、
治
療
期
間
に
応
じ
て
五
〇
〇
〇
円
か

ら
一
二
〇
〇
〇
〇
円
ま
で
の
範
囲
で
支
払

わ
れ
ま
す
▽
い
ず
れ
も
二
口
加
入
の
場
合

は
倍
額
▼
加
入
申
込
み
＝
市
役
所
環
境
整

備
課
で
受
付
け
し
て
い
ま
す
※
市
内
各
地

区
で
の
出
張
受
付（
折
込
み
チ
ラ
シ
参
照
）

も
実
施
し
ま
す
。

▼
問
合
せ
＝
環
境
整
備
課（
内
線
三
四
八
）
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「人は、ひとりでは生きていけない、周りの人たちに支えら

れて成長し、人となる」これは、当たり前のようで、なかなか

意識の中に定着しません。雄信小学校では、人と人がつながり、

互いに思いやりをもって、ともに成長しようとする子どもの育

成をめざしています。

そこで、まず「人の話をきちんと聞ける子」に育てることが

「人と人がつながり、人を大切にする」ことにつながる第一歩

であると考え、日々の授業や体験活動の中で取り組んでいます。

▼読書指導＝「朝の読書」は、図書に親しみながら豊かな感性

を養い、また、読書を通して「考える子ども」に‥を目標に、

来年度以降も継続していくことになりました。また、月に一回、

ボランティアサークルの方々に「読み聞かせ」等をお願いし、

地域の方々とつながりながら、子どもたちに「読書の楽しさ」

を体感してもらっています。さらに、ＰＴＡも加わり、ペープ

サート付き逸話や紙芝居などの読み聞かせも行っています。こ

れらの活動を通して、人の話は「目で聴く」の良い機会を提供

いただいていますし、音の氾濫する現代社会において、静かな

環境の中での読書は、心の落ち着きを育てる良い機会となって

います。子どもたちに読ませるべき良書があればご一報くださ

い。

▼ディスカバー○△＝雄信小学校区（男里
おのさと

・馬場
ば ば

・幡代
はたしろ

）での

地域発見を毎年

ローテーション

で実施していま

す。これは、地

域とともに生き

る子どもの育成

をめざして、地

域から学び、地

域のために何が

できるのか。ま

た、学習の中で新しい発見をし、疑問を持ち自ら考え、自ら学

ぶ子どもの育成と地域に誇りをもち、地域を大切にする子ども

に育って欲しいとの願いから実施しています。地域の方々の温

かいご理解とご協力に感謝いたします。

▼ＰＴＡ＝ＰＴＡの皆さんには学校行事のたびに、来校いただ

き、いろいろな面でご協力いただいております。感謝！感謝！

また、学校の様子や活動を保護者、地域の方々に幅広く知っ

ていただこうと、年３回であったＰＴＡ新聞の発行を年６回に

増やすなど、前向きな活動をしていただいております。これも、

学校の活性化の一つと嬉しく思っています。

▼問合せ＝指導課（内線２７７）

「学び合い・育ち合う子ども」が教育目標 
雄信小学校 

関空わくわくセミナー参加
者を募集します
旅の心がまえ、航空機や

航空施設、中国を中心とし
た旅行情報等について学び
ながら「空の旅」の魅力が
理解できる「空の旅をエン
ジョイしよう・関空わくわ
くセミナー」の参加者を募
集します。
▼と　き＝３月２５日(火)
午前９時半～午後５時
▼ところ＝関西国際空港内
▼対　象＝高校生以上の方
▼内　容＝客室乗務員によ
る「機内での楽しい過ごし
方」、パイロットによる「こ
れであなたもパイロット」、
旅行のプロによる「中国旅
行術」、機内食体験、２本目
滑走路の工事現場見学など
▼定　員＝５０人（多数の
場合は抽選します）

▼参加費＝１人につき３０
００円（昼食代含む）
▼申込み＝３月１２日(水)
（必着）までに、往復ハガキ
または電子メールで、応募
者の住所、氏名（ふりがな）、
年齢、性別、電話番号を明
記の上、〒549－8501泉佐野
市泉州空港北１番地・関西
国際空港㈱関空わくわくセ
ミナー事務局Ｐ（e-mail:wa
kuwaku@kiac.co.jp）へ（※
往復ハガキの場合は、返信
用ハガキにご自分の宛名も
明記してください）
▼問合せ＝関西国際空港㈱
関空わくわくセミナー事務
局ＹＦ（(55)２０３２）

シリーズ：関西国際空港情報NO.34
入
っ
て
安
心
で
す

市
民
交
通
傷
害
保
険



次
々
と
持
ち
込
ま
れ
る
様
々
な
相
談
ご
と
…
。

そ
れ
が
き
っ
か
け
と
な
り
「
外
国
人
地
震
情
報

セ
ン
タ
ー
」
を
設
立
、
多
文
化
共
生
セ
ン
タ
ー

の
前
身
と
な
り
ま
し
た
。
日
が
経
つ
に
つ
れ
、

震
災
と
は
直
接
関
係
の
な
い
相
談
ご
と
が
多
く

な
り
、「
普
段
か
ら
必
要
な
こ
と
で
は
‥
？
」
と
、

多
文
化
共
生
セ
ン
タ
ー
を
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

日
本
に
は
約
二
〇
〇
万
人
の
外
国
人
が
住
ん

で
お
り
、
一
九
九
〇
年
代
に
入
っ
て
急
増
し
て

い
ま
す
。
そ
の
原
因
に
は
、
労
働
力
需
要
の
問

題
が
あ
っ
た
こ
と
な
ど
を
丁
寧
に
説
明
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
多
様
な
人
々
に
よ
る
、
多
様

な
活
動
が
、
多
様
な
地
域
社
会
を
つ
く
る
。「
少

数
者
が
後
回
し
に
な
ら
な
い
社
会
」
を
実
現
す

る
こ
と
が
、
結
果
と
し
て
日
本
人
も
外
国
人
も

困
ら
な
い
社
会
と
い
え
る
の
で
は
な
い
か
と
い

う
お
話
に
、「
本
当
に
大
事
な
こ
と
と
思
っ
た
」

と
の
参
加
者
の
感
想
も
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

四
、
人
権
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
「
ダ
ッ
シ
ュ
ツ

ア
ー
（
地
場
産
業
の
人
造
真
珠
と
ガ
ラ
ス
細
工

づ
く
り
／
和
泉
市
内
）」

「
人
権
文
化
の
ま
ち
づ
く
り
の
発
信
」
を
続

け
て
お
ら
れ
る
人
権
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
・
ダ
ッ
シ
ュ

の
活
動
拠
点
を
訪
問
さ
せ
て
い
た
だ
き
、、
ダ
ッ

シ
ュ
の
取
組
み
を
理
事
長
の
広
瀬
聡
夫

ひ
ろ
せ
の
ぶ
お

さ
ん
か

ら
お
聞
き
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
ス
タ
ッ
フ
の

森
雅
寛

も
り
ま
さ
ひ
ろ
さ
ん
の
案
内
で
、
地
場
産
業
で
あ
る
人

造
真
珠
の
工
場
や
ガ
ラ
ス
細
工
の
工
場
を
見
学

さ
せ
て
い
た
だ
き
、
ガ
ラ
ス
玉
づ
く
り
も
体
験

し
ま
し
た
。

ド
ロ
ド
ロ
に
溶
け
た
ガ
ラ
ス
を
均
等
に
何
メ

ー
ト
ル
も
延
ば
し
て
つ
く
る
ガ
ラ
ス
棒
づ
く
り

は
、
離
れ
た
場
所
か
ら
で
も
熱
さ
を
感
じ
る
中

で
の
作
業
で
し
た
。
小
さ
な
工
場
で
つ
く
り
出

さ
れ
る
、
見
事
な
輝
き
の
人
造
真
珠
。
そ
し
て
、

ガ
ラ
ス
棒
が
ア
ッ
と
い
う
間
に
バ
レ
リ
ー
ナ
に

変
身
す
る
の
は
、
ま
さ
に
職
人
技
と
い
え
る
で

し
ょ
う
。
こ
れ
ら
地
域
を
支
え
て
き
た
地
場
産

業
を
見
学
・
体
験
し
、「
も
の
づ
く
り
」
と
は
人

の
営
み
の
積
み
重
ね
で
あ
る
こ
と
を
、
ま
た
、

出
来
上
が
り
が
見
事
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
、
そ

の
陰
に
は
厳
し
い
労
働
が
あ
る
こ
と
を
改
め
て

実
感
し
た
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

▼
問
合
せ
＝
生
涯
学
習
課
（
内
線
二
一
七
）
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シリーズ：人権シリーズ：人権

私たち女性は、年齢や生活、考え方が違
っても同じように自分のからだや心に悩
み・不安を経験しています。自分の気持ち
を率直に表現しながら、いま困っているこ
とと向き合ってみませんか？自分を責める
だけではなく、不安の対象をはっきりさせ、
理由を考えていき、その心の動きにつき合
っていく。少し時間がかかるけれど、自分
に力をつけるために踏みとどまってみませ
んか‥。
▼相談日時
▽一、第１金曜日（午後１時～４時）
▽二、第２水曜日（午後６時～９時）
▽三、第４金曜日（午後１時～４時）
※２００３年度女性相談実施日は右の日程
表をご参照ください。
▼相談場所＝▽一、泉南市水道庁舎・人権
推進部相談室▽二、樽井公民館３階控え室
▽三、泉南市水道庁舎・人権推進部相談室
▼相談員＝阿古安子

あ こ や す こ

さん（ウィメンズセン

ター大阪カウンセラー）
▼申込み＝電話で事前に予約してください
▼その他＝▽相談時間は一人約１時間です
▽相談は無料で秘密は厳守されます

▼問合せ＝人権啓発課女性施策係（(83)０
００１・内線２３７）

昨年４月にスペインで開催
された「第２回高齢化世界会
議」では、その政治宣言の中
で、『高齢化率の上昇ととも
に、高齢者の知と経験を活用
する時代になっている』と評
価し、『高齢者の知と経験は
社会的資産』であると述べら
れています。
「高齢社会」が急速に進む

わが国においては、１９９９
年の国際高齢者年で提示され
た「自立、参加、ケア、自己
実現、尊厳」の高齢者のため
の５原則を土台として、社会
参加、社会貢献、生涯学習、
まちづくりなどで高齢者自身
が社会的役割を担っていける
社会、年齢による差別のない
社会の人権に努めていかなく
てはなりません。

今回の講演では、高齢者の
方々の豊富な経験と能力を活
かして、様々な世代と交流し
つつ、積極的に社会参加して
いただき、地域社会が元気に
なるようなお話をしていただ
きます。
▼と　き＝４月２０日(日)午
後２時半～４時
▼ところ＝あいぴあ泉南・１
階大会議室
▼内　容＝シルバーボランテ
ィア活動について
▼講　師＝太田昌也

お お た ま さ や

さん
（(社)大阪ボランティア協会
専務理事）
▼参加費＝無料
▼申込み＝事前申込みは不要
▼その他＝手話通訳あり
▼問合せ＝人権啓発課（内線
２１２）

人権啓発講演会を開催します人権啓発講演会を開催します

４月 ４日� 
実施月 第１金曜日 第２水曜日 第４金曜日 

９日� 25日� 
５月 ２日� 14日� 23日� 
６月 ６日� 11日� 27日� 
７月 ４日� ９日� 25日� 
８月 １日� 13日� 22日� 
９月 ５日� 10日� 26日� 
10月 ３日� ８日� 24日� 
11月 ７日� 12日� 28日� 
12月 ５日� 10日� 26日� 
１月 ９日� 14日� 23日� 
２月 ６日� 12日�※ 27日� 
３月 ５日� 10日� 26日� 

一
九
九
五
年
に
「
人
権
教
育
の
た
め
の
国
連

一
〇
年
」
が
ス
タ
ー
ト
し
て
八
年
が
経
過
し
ま

し
た
。
こ
の
取
り
組
み
は
国
際
連
合
が
提
唱
し
、

人
権
に
つ
い
て
の
知
識
や
技
能
の
伝
達
及
び
態

度
を
形
成
す
る
こ
と
等
を
通
し
て
、
各
地
域
・

分
野
で
「
人
権
文
化
の
創
造
」
を
進
め
よ
う
と

す
る
も
の
で
す
。

国
内
的
に
は
、
一
九
九
六
年
の
人
権
擁
護
推

進
法
の
制
定
に
続
き
、
二
〇
〇
〇
年
の
暮
れ
、

人
権
教
育
及
び
人
権
啓
発
の
推
進
に
関
す
る
法

律
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
こ
う
し
て
、
こ
れ
ら

一
連
の
流
れ
の
中
で
、
あ
ら
ゆ
る
差
別
の
撤
廃

に
む
け
た
施
策
推
進
の
基
盤
が
整
え
ら
れ
ま
し

た
。大

阪
府
で
は
、
二
〇
〇
一
年
三
月
、「
人
権
教

育
の
た
め
の
国
連
一
〇
年
大
阪
府
後
期
行
動
計

画
」
が
策
定
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、「
人
権
教

育
の
た
め
の
国
連
一
〇
年
」
前
半
期
の
取
組
み

状
況
を
点
検
し
、
様
々
な
状
況
変
化
等
を
考
慮

し
て
、「
人
権
教
育
の
た
め
の
国
連
一
〇
年
」
の

よ
り
一
層
の
普
及
・
浸
透
と
、
目
標
で

あ
る
「
人
権
と
い
う
普
遍
的
文
化
の
確

立
」
に
向
け
て
見
直
さ
れ
た
も
の
で
す
。

二
十
一
世
紀
は
、
人
権
の
世
紀
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
私
た
ち
の

社
会
に
は
、
依
然
と
し
て
同
和
問
題
、

子
ど
も
、
女
性
、
障
害
者
、
在
日
外
国

人
等
に
関
わ
る
様
々
な
人
権
問
題
が
存

在
し
て
い
ま
す
。
泉
南
市
に
お
い
て
も
、

一
九
九
五
年
に
泉
南
市
部
落
差
別
な
ど

あ
ら
ゆ
る
差
別
の
撤
廃
と
人
権
の
擁
護

に
関
す
る
条
例
が
策
定
さ
れ
、
こ
の
条

例
に
基
づ
い
て
様
々
な
人
権
行
政
を
展

開
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
国
連
の
動

き
を
注
視
し
な
が
ら
、
二
〇
〇
〇
年
に

は
人
権
教
育
の
た
め
の
国
連
一
〇
年
泉

南
市
行
動
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
教
育
委
員
会
に
お
い
て
も
人
権
教

育
の
総
合
的
な
推
進
を
図
る
た
め
、
二
〇
〇
〇

年
に
「
人
権
教
育
基
本
方
針
」、
二
〇
〇
一
年
に

「
人
権
教
育
推
進
プ
ラ
ン
」
を
策
定
し
、
家
庭
・

地
域
・
学
校
・
職
場
等
、
そ
れ
ぞ
れ
の
「
生
活

の
場
」
を
と
ら
え
て
人
権
文
化
の
創
造
を
進
め

る
べ
く
、
人
権
教
育
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

平
成
十
四
年
度
の
人
権
教
育
講
座
で
は
、
同

和
問
題
、
障
害
者
問
題
、
渡
日
外
国
人
問
題
、

子
ど
も
の
人
権
等
の
分
野
に
渡
っ
て
講
座
の
内

容
を
設
定
し
開
催
し
ま
し
た
。

人
権
教
育
講
座
で
は
、
今
後
も
工
夫
を
凝
ら

し
な
が
ら
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
ニ
ー
ズ
に
応
え

ら
れ
る
よ
う
進
め
て
い
き
ま
す
。
次
に
、
人
権

教
育
講
座
Ⅰ
で
の
取
組
み
に
つ
い
て
ご
紹
介
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

一
、
児
童
虐
待
の
事
例
と
対
応
か
ら
〜
地
域
で

子
育
て
を
サ
ポ
ー
ト
〜

核
家
族
化
・
少
子
化
の
進
行
等
で
育
児
、
子

育
て
の
孤
立
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
時
代
に
「
小
さ
な
悩
み
」
を
「
大
き
な
悲
し

み
」
に
し
な
い
た
め
に
、
日
々
取
り
組
ん
で
い

る
地
域
の
相
談
機
関
と
し
て
、
子
ど
も
家
庭
セ

ン
タ
ー
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
�
児
童
相
談

所
�
と
し
て
活
動
し
て
き
ま
し
た
が
、
活
動
の

中
身
を
私
た
ち
が
よ
く
知
ら
な
い
と
い
う
側
面

も
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
大
阪
府
岸
和
田
子

ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
の
坪
田
真
起
子

つ

ぼ

た

ま

き

こ

さ
ん
を
講

師
に
お
招
き
し
、
子
育
て
の
現
状
や
児
童
虐
待

の
状
況
、
子
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
の
役
割
と
活

動
等
に
つ
い
て
お
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。

孤
立
化
が
色
々
な
こ
と
を
引
き
起
こ
す
原
因

の
ひ
と
つ
に
な
っ
て
お
り
、
地
域
の
中
で
の
お

互
い
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
て
い
か
ね
ば
と

改
め
て
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

二
、
貝
塚
市
「
北
校
区
ふ
れ
あ
い
ル
ー
ム
」
か

ら
の
報
告
〜
世
代
間
交
流
で
咲
か
そ
う
い
ろ
い

ろ
な
花
〜

『
ス
タ
ー
ト
は
公
民
館
か
ら
の
「
ふ
れ
あ
い

祭
り
」
へ
の
誘
い
だ
っ
た
、
ち
っ
と
も
た
い
し

た
こ
と
で
は
な
い
の
で
す
よ
…
』
と
貝
塚
市
北

校
区
ふ
れ
あ
い
ル
ー
ム
の
櫛
田
幸
子

く
し
だ
さ
ち
こ

さ
ん
が
話

し
は
じ
め
ら
れ
ま
し
た
。

「
ふ
れ
あ
い
祭
り
」
が
き
っ
か
け
で
、
小
学

校
の
余
裕
教
室
を
利
用
し
て
の
「
ふ
れ
あ
い
ル

ー
ム
」
が
誕
生
、
地
域
に
住
む
人
々
が
身
近
に

集
ま
っ
て
楽
し
み
の
持
て
る
場
づ
く
り
が
始
ま

り
、
地
域
の
人
々
の
知
恵
と
経
験
を
生
か
し
、

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
の
出
会
い
を
つ
く
る

活
動
が
進
ん
で
い
き
ま
し
た
。

自
主
運
営
、
自
主
管
理
、
自
主
創
造
。
町
会
、

校
区
福
祉
委
員
会
の
応
援
な
ど
、
地
域
も
学
校

も
楽
し
い
こ
と
か
ら
は
じ
め
た
と
い
う
櫛
田
さ

ん
の
パ
ワ
フ
ル
な
報
告
を
聞
い
て
、
参
加
し
た

皆
さ
ん
も
「
自
分
た
ち
が
一
歩
を
ふ
み
だ
す
力

を
も
ら
っ
た
」
と
の
思
い
を
持
っ
た
こ
と
で
し

ょ
う
。

三
、
日
本
で
暮
ら
す
外
国
人
は
い
ま
〜
国
籍
、

文
化
の
ち
が
い
を
こ
え
て
〜

日
本
で
暮
ら
す
外
国
人
の
現
状
は
ど
う
な
っ

て
い
る
の
か
？
阪
神
淡
路
大
震
災
で
外
国
人
被

災
者
へ
の
支
援
活
動
を
き
っ
か
け
に
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
多
文
化
共
生
セ
ン
タ
ー
を
設
立
さ
れ
た

田
村
太
郎

た
む
ら
た
ろ
う

さ
ん
に
お
越
し
い
た
だ
き
、
多
文
化

共
生
と
は
何
な
の
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
お

話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

在
日
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
向
け
に
レ
ン
タ
ル
ビ
デ

オ
店
を
営
ん
で
い
た
田
村
さ
ん
。
震
災
時
に
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人
権
教
育
講
座
�
の
活
動
か
ら

〜
人
権
文
化
の
創
造
の
た
め
に
〜

▲第４講座では人造真珠とガラス細工づくりを見学



※行事実施日に大雪・大雨洪水・暴風警報が発令された場合、中止することがありますのでご了承ください。 

今月の健康診査・予防接種・その他（２００３.３）
健診／予防接種名 日　時 対　象 内　容／その他 

成
人
保
健 

母
　
子
　
保
　
健 

予
防
接
種 

そ
の
他 

基本健康診査／大腸がん検診 

子宮がん検診 

健康相談 

栄養相談 

乳児後期健診 

両親教室 

　３種混合予防接種 
　（ジフテリア・破傷風・百日せき） 

麻しんの予防接種 

一般健康診断／循環器科検診 

精神保健福祉相談 

障害・慢性疾患児の療育相談 

Ｂ型・Ｃ型肝炎抗体検査 

乳幼児結核検診 

献　血 

離乳食講習会 

４か月児健康診査 

１歳６か月児健康診査 

３歳６か月児健康診査 

２歳児歯科健康診査 

２歳６か月児歯科健康診査 

地域リハビリ教室 

毎月第１～４金曜日 
午後１時～２時半 

平成14年11月30日をもって、本年度の医療機関での受診は終了しました。 
なお、平成15年度（平成15年４月以降）については、４月に発行する年間行事予定表を 
ご確認ください。 
▼問合せ＝保健センター（��７６１５） 

ご自分の健康に関して疑問や不安がありましたら、いつでもお気軽に 
ご相談ください。但し、医師への相談は電話での予約が必要です。 

▼40歳以上の市民 

�３月５日� 
�４月２日� 

�平成14年10月生 
�平成14年11月生 

身体計測、内科診察、個別指導など。 
対象の人には個別通知（時間指定）します。 

３月26日� 
午後０時40分～２時10分 

平成13年８月生 身体計測、内科診察、歯科診察（カリオスタット検査）、 
個別相談など。対象の人には個別通知（時間指定）します。 

３月12日� 
午後０時半～１時05分 

平成11年８月生 

３月20日� 
午後１時～１時半 

平成13年２月生 

３月27日� 
午後１時半～２時 

平成12年８月生 

歯みがき教室 ３月27日� 
午後１時～１時20分 

平成13年１月生 
平成13年７月生 

３月３日� 
午後１時半～２時半 

３月17日�ツベルクリン反応検査 
３月19日�ツベルクリン判定及びBCG

時間は午後１時半～２時半。生後３か月～４歳未満の乳幼児。なるべく 
１歳までに済ませてください。携行品は母子手帳、印鑑、筆記用具。 

第１期（３種混合）は、生後６か月～７歳６か月（できるだけ生後３歳まで）の間に計４回。 
▼初回接種＝生後６か月に達したら約４週間隔で３回。▼追加接種＝初回接種の３回終了後１年～１年半 
の間に１回。第２期（ジフテリア、破傷風）は、11歳以上13歳未満（小学６年生）の人に１回。 
携行品は母子手帳、印鑑、筆記用具。※保健センターへお越しの際はコミュニティバスをご利用ください。 

生後12か月～７歳６か月未満の幼児。できるだけ３歳までに済ませて 
ください。携行品は母子手帳、印鑑、筆記用具 

第２、４水曜日 
午前中（要予約） 

実施場所は大阪府尾崎府民健康プラザ（�71－6001）。血圧、検尿、 
血液検査等（診断、検査等は有料です。なお、診断書も発行します） 

尾崎府民健康プラザ 
へお問い合せ下さい 

第１金曜日午後 
（事前予約要） 

実施場所は大阪府尾崎府民健康プラザ（�71－6001） 
高齢者こころの相談、アルコール健康相談にも応じています。 

３月６日�　ラリーズ泉南店 
▽午前10時～正午▽午後１時～４時 
▽成分献血の受付は午前10時～11時、午後１時～３時まで 

成分献血、400�献血にご協力をお願いします。 
▼問合せ＝泉南市献血推進協議会（�82－7615） 

医師及び専門職員による相談・指導を行います。 
実施場所は大阪府尾崎府民健康プラザ（�71－6001） 

尾崎府民健康プラザ 
へお問い合せ下さい 

事前予約が必要です。 
申込み・実施場所は大阪府尾崎府民健康プラザ（�71－6001） 

４月７日�、14日�、 
21日�、28日�午後１時～ 

妊婦とその家族 
定員は15組（要予約） 

身体計測、内科診察、歯科診察、個別相談など。 
対象の人には個別通知します。 

４月21日� 
午後１時～３時 

３月18日� 
３月25日� 
午後１時半 
　～２時半 

離乳期の乳児の 
保護者（要予約） 

両親教室の妊婦との交流。講習と試食。 
携行品は母子手帳、筆記用具。 

ぴよぴよサロン（育児相談） �３月７日��４月４日� 午後１時半～３時 
乳幼児と保護者 育児相談、身体計測。お気軽にお越しください。 

お母さん同士の会話も楽しみましょう。 

歯科健診、フッ素塗布（希望者）、個別相談等。 
２歳児にはカリオスタット検査（むし歯予測試 
験法）実施。予約は不要。携行品は母子手帳、 
歯ブラシ、筆記用具、問診票。 
※今月受診できない人は、対象月より３か月以 
内に受診してください。 

４日間で１コース。携行品は母子手帳と１日目は歯ブラシ、コップ、手鏡。２日目は運 
動のできる服装。なるべく５か月以降の安定期にお越しください。途中参加もできます。 

病・医院の診察時間 満９か月～１歳未満 ４か月健診時に受診票をお渡ししますので、かかりつけの病・医院 
でお受けください。※但し、１歳を超えますと自己負担となります。 

毎月第２～４金曜日 
午後１時～２時半 

栄養士が個人のライフステージに応じた栄養に関する 
相談に応じます。但し、事前に予約が必要です。 

▼40歳以上の市民 

▼上村老人集会場第1、3火曜日 
▼北野区民センター第2、4火曜日 
▼保健センター第2、4木曜日 
※午後２時から１時間半程度 

健康チェックと体操、レクリエーションを通して、 
体力の維持や閉じこもりの防止をめざします。 
参加をご希望される方は、直接会場へお越しくだ 
さい。 

40歳以上で簡単な集団 
体操に参加でき、自力 
または家族の送迎で来 
場することができる方 
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現
在
、
母
子
手
帳
は
市
役
所

市
民
課
で
発
行
し
て
い
ま
す
が
、

四
月
か
ら
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー

で
発
行
し
ま
す
の
で
、
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

▼
所
在
地
＝
泉
南
市
信
達
市
場

一
五
八
四
番
地
の
一
▼
問
合

せ
＝
保
健
セ
ン
タ
ー

平
成
十
五
年
四
月
か
ら
胃
・

大
腸
・
肺
・
乳
・
子
宮
の
各
が

ん
検
診
を
受
診
さ
れ
る
場
合
は
、

そ
の
受
診
費
用
の
一
部
を
受
診

者
の
方
に
ご
負
担
い
た
だ
く
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。
市
民
の
皆

さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

▼
受
診
費
用
＝
▽
胃
が
ん
検

診
・
八
〇
〇
円
▽
大
腸
が
ん
検

診
・
二
〇
〇
円
▽
肺
が
ん
検
診

（
喀
痰
検
査
の
み
）
・
四
〇
〇
円

▽
乳
が
ん
検
診
・
七
〇
〇
円
▽

子
宮
が
ん
検
診
・
六
〇
〇
円
▼

問
合
せ
＝
保
健
セ
ン
タ
ー

▼
と
き
＝
三
月
十
三
日(

木)

午

後
二
時
〜
五
時
▼
と
こ
ろ
＝
泉

佐
野
府
民
健
康
プ
ラ
ザ
講
堂
▼

費
用
＝
無
料
▼
内
容
＝
▽
一
、

講
演
「
ア
ト
ピ
ー
性
皮
膚
炎
の

治
療
・
ケ
ア
に
つ
い
て
」

（
中
村
義
朗

な
か
む
ら
よ
し
お

さ
ん
・
中
村
皮
膚
科

医
師
）
▽
講
演
「
ダ
ニ
と
ア
レ

ル
ギ
ー
」（
環
境
衛
生
監
視
員
）

二
、
個
別
相
談
▼
定
員
＝
一
、

二
〇
人
二
、
八
人
※
一
、
二
、

い
ず
れ
も
先
着
順
▼
申
込
み
・

問
合
せ
＝
お
電
話
で
泉
佐
野
府

民
健
康
プ
ラ
ザ
（
(62)
７
７
０
１
）

▼
と
き
＝
三
月
十
日(

月)

午
前

十
時
〜
正
午
▼
と
こ
ろ
＝
尾
崎

府
民
健
康
プ
ラ
ザ
二
階
講
堂
▼

対
象
＝
概
ね
二
〇
歳
未
満
の
障

害
の
あ
る
方
、
ま
た
は
意
志
疎

通
が
困
難
な
お
子
さ
ん
を
お
持

ち
の
保
護
者
及
び
関
係
機
関
職

員
▼
費
用
＝
無
料
▼
テ
ー
マ
＝

「
意
志
の
疎
通
を
ス
ム
ー
ズ
に
す

る
た
め
の
か
か
わ
り
あ
い
方
・

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
と
り

方
に
つ
い
て
」
〜
イ
ン
リ
ア

ル
・
ア
プ
ロ
ー
チ
か
ら
学
ぶ
〜

▼
講
師
＝
里
見
恵
子

さ
と
み
け
い
こ

さ
ん
（
大

阪
府
立
大
学
社
会
福
祉
部
・
言

語
聴
覚
士
）
▼
定
員
＝
六
〇
人

（
先
着
順
）
▼
申
込
み
・
問
合

せ
＝
三
月
六
日(

木)

ま
で
に
お

電
話
で
、
尾
崎
府
民
健
康
プ
ラ

ザ
（
(71)
６
０
０
１
）

▼
資
格
＝
▽
看
護
師
資
格
取
得

者
▽
保
健
師
資
格
取
得
者
▼
申

込
み
＝
履
歴
書
（
写
真
貼
付
）

と
資
格
証
明
書
の
写
し
を
持
参

の
上
、
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
▼
そ
の
他
＝

採
用
は
必
要
に
応
じ
て
行
い
ま

す
の
で
、
登
録
さ
れ
た
方
が
直

ち
に
採
用
さ
れ
る
と
は
限
り
ま

せ
ん
▼
問
合
せ
＝
保
健
セ
ン
タ

ー
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母
子
手
帳
の
発
行
場
所

が
変
わ
り
ま
す

が
ん
検
診
が

有
料
に
な
り
ま
す

保
健
セ
ン
タ
ー
の
臨
時
職

員
登
録
を
受
付
し
ま
す

ア
ト
ピ
ー
教
室
と
相

談
会
を
開
催
し
ま
す

障
害
の
あ
る
お
子
さ
ん

た
め
の
講
演
会

▼とき・ところ＝次表をご参照ください▼費用＝

▽注射料金は2,650円▽注射済票交付手数料は

550円▽登録手数料は3,000円（平成７年４月以

降に飼犬登録をされた方は不要です）▼携行

品＝注射済票交付手数料領収書用紙（事前に郵送

します）、死亡届、変更届も受付します▼その

他＝▽開始時間が遅れる場合があります▽雨天

等で中止になる場合があります▽注射会場には

犬を十分に制御できる方がお連れください▼問

合せ＝保健センター（(82)７６１５）

狂犬病予防接種の実施日をお知らせします狂犬病予防接種の実施日をお知らせします

月日 

４月２日� 

４月３日� 

４月４日� 

10:00～10:45 男里老人集会場駐車場 
11:00～11:30 馬場老人集会場 
13:30～14:00 幡代老人集会場 
14:15～14:45 岡中朝日山住宅入口 

10:00～10:45 浜区民センター 
11:00～11:30 樽井小正門前 
13:30～14:30 樽井公民館 
10:00～10:45 人権ふれあいセンター裏駐車場 

15:00～15:20 岡中老人集会場 

時間 ところ 月日 

４月４日� 

４月７日� 

４月８日� 

11:00～11:30 渚団地公園 
13:30～14:30 西信達公民館 
14:45～15:00 吉見・岡田住宅集会場 
10:00～10:20 兎田青年会館 

13:30～14:50 新家公民館 
15:00～15:40 新家幸徳大橋北側 
10:00～10:35 大苗代老人集会場 
10:45～11:15 市場敬老会館 

10:35～11:30 東和苑公園前 

時間 ところ 月日 

４月８日� 

４月９日� 

４月13日� 

11:30～11:45 市場大発団地公園 
13:30～14:00 図書館駐輪場 
14:15～14:30 十二本松遥拝所 
14:45～15:15 信達公民館 

10:20～11:40 八幡山団地入口公園 
13:30～14:10 府警団地集会場 
14:15～15:45 砂川集会場 
10:00～12:00 保健センター 

９:45～10:00 東信達（金熊寺）老人集会場 

時間 ところ 
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旅行やショッピングで関空を訪れる人々に「泉南の春」を感じてもらおうと、梅の名所・

信達金熊寺
しんだちきんゆうじ

の盆梅庭園で知られる山本耕一
やまもとこういち

さんのご協力により、関空の複合商業施設「エアロ

プラザ」２階に、見事な古木の盆梅（梅の鉢植え）が約２０日間展示されました。

「トテモキレイナ花デスネ‥」と外国人女性の旅行者も立ち止まるなど、その可愛らしい花

とほのかな梅香が旅行者や通りがかった人々を楽しませてくれていました。 （２月６日）

関西国際空港にそっと‥
金熊寺の盆梅がお目見え

樽井公民館では、バレンタインデーにさきがけ、

お菓子づくり講座が開催され、女子中学生や親子、

男性１人を含む１１人がチョコレートを使ったパウ

ンドケーキとクッキー作りにチャレンジしました。

「お菓子づくりはきちんと計量することとしっか

り混ぜることが大切です。」と講師の柳楽洋子
なぎ ら よ う こ

先生に

アドバイスを受けながら、グループに分かれての共

同作業となりましたが、約２時間程度でおいしそう

なケーキとクッキーが焼き上がりました。

（２月９日）

真ごころ込めて、お菓子づくり
樽井公民館のお菓子づくり講座

ケーブルテレビのチャンネ
ル９では、泉州地域４市３町
の地域情報「わくわくりんく
う」を映像と文字番組で放送
しています。但し、視聴する
にはケーブルテレビへの加入
が必要です。また、視聴でき
ない地域がありますのでご了承ください。
▼１回目＝９：00～11：20（泉南市は９：00～）
▼２回目＝14：00～16：20（泉南市は14：00～）
▼３回目＝22：00～０：20（泉南市は22：00～）
▼ケーブルテレビへの加入に関する問合せ＝ジェイコ
ム関西・りんくう局（�０１２０－０８９－３４４）
▼地域情報番組の問合せ＝情報管理課（内線227）

※番組の内容は予定ですので、予告なく変更する場合 
　があります。ご了承ください。 

３月11日� 
　　～ 
３月24日� 

泉南市にも地域独特の盆踊りや唄が 
あり、踊り・唄い継がれています。 
これらの伝承文化について学び、理 
解を深めてみませんか。 

３月25日� 
　　～ 
４月７日� 

金熊寺梅林が見頃を迎えています。 
梅の接ぎ木の手法と関空のエアロ 
プラザに展示された盆梅の様子を 
ご覧ください。 

樽井公民館で開催されたお菓子づくり講 
座。バレンタインケーキとクッキーづく 
りに11人の市民の皆さんがチャレンジ。 
どんなお菓子ができたのでしょうか。 
 

２月25日� 
　　～ 
３月10日� 

春
の
火
災
予
防
運
動
を
実
施
し
ま
す
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第３２回泉南市総合体育大会の各種目別優勝チーム、
優勝者（チーム・個人）をお知らせします。
【団体の部】
▼卓球（一般の部＝Ａチーム）▼ソフトボール（一般男
子＝シュピールズ、同女子＝オールオオサカ、壮年男子
の部＝ワイヤーズ、中学女子＝信達中学校）▼ゲートボ
ール（一般の部＝市場大発チーム）▼バレーボール（家
庭婦人＝てまりＢ、一般男子＝泉南クラブ、同女子＝泉
南クラブＡ、学童＝女子チーム）▼バドミントン（一
般＝Ｃ組）▼少林寺拳法（演武・高学年＝一丘支部Ａ、
同低学年＝一丘支部）▼軟式野球（一般Ａ級＝泉南市役
所、同Ｂ級＝ナンセンス、一般Ｃ級＝スカイベアーズ、
中学男子＝一丘中学校、学童＝西信達スポーツ少年団、
ジュニア＝砂川セネターズ）▼サッカー（学童・高学
年＝たこやきキング、同低学年＝泉南シックス、中学男
子＝泉南中学校）▼ソフトテニス（中学女子＝信達中学
校）
【個人の部】
▼ソフトテニス（学童Ａ＝北野光基

きた の こ う き

・木下清香
きのしたさやか

、同Ｂ＝

橋本真由子
は し も と ま ゆ こ

・西浦寿里
にしうらじゅり

、一般男子＝北野勝也
き た の か つ や

・
向井弘
むかいひろし

、壮年男女＝森敏隆
もりとしたか

・渡辺勝治
わたなべかつじ

、中学女子＝
永利優香
なが と し ゆ か

・末岡綾香
すえおかあやか

、一般女子Ａ＝朝井美佐子
あ さ い み さ こ

・竹
たけ

林春子
ばやしはるこ

、同Ｂ＝福田恵子
ふ く だ け い こ

・松下
まつした

キヨミ）▼テニス
（一般男子Ｄ＝三木勉

みきつとむ

・笠原武
かさはらたけし

、同女子Ｄ＝三木志
み き し

保美
ほ み

・竹中宏子
たけなかひろこ

、同男子Ｓ＝西山徹
にしやまとおる

）▼トランポリ
ン（幼児の部Ａ＝大丸優希

だいまるゆうき

、同Ｂ＝渡辺由依
わた な べ ゆ い

、個人
Ａの部＝金谷内翔治

かなやちしょうじ

、同Ｂ＝奥野由惟
お く の ゆ い

、同Ｃ＝大塚
おおつか

美紀
み き

、同Ｄ＝中村知沙
なか む ら ち さ

、シンクロＡ＝新堂莉茉
しん ど う り な

・竹
たけ

野真帆
の ま ほ

、同Ｂ＝石川真弓
いしかわまゆみ

・川崎佳恵
かわさきよしえ

、シンクロ一
般＝滝川寿彦

たきがわよしひこ

・滝川光
たきがわひかる

）▼剣道（小学４年生以下＝
山原陽子
やまはらようこ

、同５・６年生＝豊浦春子
とようらはるこ

、中学女子＝
森本薫
もりもとかおる

、中学生＝仲瀬博生
なか せ ひ ろ き

、一般男子＝寺本悟郎
てらもとごろう

、
同女子＝溝上真理

みぞ か み ま り

、新防具組＝立石隼人
たていしはやと

）▼卓球（一般
男子Ａ組＝稲谷茂雄

いなたにしげお

、同Ｂ組＝松本安弘
まつもとやすひろ

、同Ｃ組＝
城野広次
じょうのひろつぐ

、一般女子Ａ組＝下薗優貴
しも ぞ の ゆ き

、同Ｂ組＝出口康子
でぐ ち や す こ

）
▼スポーツチャンバラ（小太刀小学生＝石橋瑞己

いしばしみずき

、長剣
小学生＝石橋瑞己

いしばしみずき

）▼少林寺拳法（小学低学年白～黄
帯＝才野勇太

さい の ゆ う た

・水上涼太
みずかみりょうた

、同緑帯＝上田淳平
うえだじゅんぺい

・上田隆平
うえだりゅうへい

、
同高学年白～緑帯＝西村晃一

にしむらこういち

・大部忠信
だいぶただのぶ

、同低学年茶
帯＝湊悠太

みなとゆうた

・原田真悟
はら だ し ん ご

、小学生女子＝池田彩
いけだあや

・水野詩織
みず の し お り

、
小学高学年茶帯以上＝高橋昇太

たかはししょうた

・南沢摩
みなみたくま

、中学生段外＝
曽根拓郎
そ ね た く ろ う

・糸井伸太郎
いといしんたろう

、同有段＝岡川拓己
おかがわたくみ

・大野裕和
おおのひろかず

、
単独演武低学年＝久保風美

く ぼ か ざ み

、同中学年＝味喜龍位
みき り ゅ う い

、同高
学生＝市野公彦

いちのきみひこ

）▼柔道（幼児の部＝菅根陸
すがねりく

、小学１
年＝柴崎良太

しばざきりょうた

、同２年＝渕原慎一
ふちはらしんいち

、同３年＝藤本祐也
ふじもとゆうや

、
同４年＝王子谷剛志

おおじたにたけし

、同５年＝辻野匠
つじのたくみ

、同６年＝畠中圭
はたけなかけい

、
同５・６年女子＝岡本美咲

おかもとみさき

、中学１年＝山崎将太
やまざきしょうた

、同２
年＝岡本慎吾

おかもとしんご

、同３年＝根田智之
こんだともゆき

）▼グランドゴルフ
（個人の部＝山野昭

やまのあきら

） （敬省略）

チ
ェ
ッ
ク

三
月
一
日(

土)

か
ら
三
月
七

日(

金)

ま
で
、
春
期
全
国
火
災

予
防
運
動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

こ
の
時
期
は
、
全
国
的
に
も
山

林
火
災
が
発
生
し
や
す
い
時
期

で
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
期
間
に
、

ご
家
庭
で
も
火
災
予
防
に
つ
い

て
再
認
識
し
、
火
災
ゼ
ロ
を
め

ざ
し
ま
し
ょ
う
。

ご
存
じ
で
す
か
？
適
マ
ー
ク

ホ
テ
ル
の
フ
ロ
ン
ト
や
デ
パ

ー
ト
、
劇
場
の
入
口
等
に
掲
示

し
て
い
る
「
適
マ
ー
ク
」
を
皆

さ
ん
ご
存
じ
で
す
か
。

こ
れ
は
、
消
防
機
関
が
一
定

規
模
以
上
で
、
多
く
の
人
が
出

入
り
す
る
建
物
に
つ
い
て
、
火

災
発
生
時
に
消
火
器
、
非
常
ベ

ル
、
避
難
器
具
な
ど
が
有
効
に

使
え
る
状
態
に
な
っ
て
い
る
か

な
ど
、
消
防
用
設
備
に
関
す
る

ハ
ー
ド
面
、
ま
た
、
迅
速
な
初

期
消
火
活
動
や
お
客
さ
ま
を
安

全
な
場
所
に
避
難
誘
導
す
る
事

が
で
き
る
か
な
ど
の
ソ
フ
ト

面
、
こ
れ
ら
の
両
面
に
わ
た
っ

て
審
査
を
行
い
、
一
定
の
防
火

基
準
に
適
合
し
た
場
合
に
「
適

マ
ー
ク
」
を
交
付
す
る
防
火
基

準
適
合
表
示
制
度
に
基
づ
く
も

の
で
す
。

泉
南
市
消
防
本
部
で
は
、
昭

和
五
十
七
年
か
ら
毎
年
、
厳
正

な
る
審
査
を
行
い
、
翌
年
一
月

に
交
付
式
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
年
は
、
一
月
十
四
日
に
消

防
本
部
庁
舎
に
て
交
付

式
が
行
わ
れ
、
市
内
の

病
院
、
ホ
テ
ル
、
老
人

福
祉
施
設
、
大
型
店
舗

な
ど
十
七
の
建
物
に
表

示
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

▼
問
合
せ
＝
泉
南
市
消

防
本
部
（
(85)
０
１
１
９
）

適 
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▼

○

○

広
報
せ
ん
な
ん
３
月
号
（
N
o.453）

平
成
１
５
年
３
月
１
日
発
行
　
編
集
と
発
行
　
泉
南
市
役
所
情
報
管
理
課
 

〒
590 －

0592　
泉
南
市
樽
井
一
丁
目
１
番
１
号
（
�
83－0001／

�
83－0325）

h
ttp
://w
w
w
.city
.sen
n
an
.osak

a.jp
/

こ
の
広
報
誌
は
再
生
紙
を
利
用
し
て
い
ま
す
 

信達金熊寺にある信達神社のナギ

が、１月31日に大阪府の天然記念物

に指定されました。市内では岡中鎮

守社のクスとマキにつづき、３番目

の指定天然記念物になります。

ナギは日本では主に紀伊半

島、四国の南部、九州南部に

育つ常緑の針葉樹で、その

葉は平たく、笹の葉のよう

な形をしていることが特徴

です。また、ナギは『凪

（なぎ）』に通じており、そ

の葉はお守りとして使われ、

家内安全、海上安全、縁結び

にも御利益があるといわれてい

ます。

今回指定されたナギは信達神社本

殿の前方東側に立っており、今まで

あまり注目されていませんでした

が、調べてみると幹周りが２.５ｍ、

根回り２.９ｍ、樹高が１９.５mを測

る大きなものであり、その規模から

大阪府内でも最大のナギであること

がわかったのです。

それでは、なぜこれほど大きなナ

ギがこの地に育ったのでしょうか？

この泉南の自然環境がナギの生育に

適していたこと、そして一番大きな

要因は、これまで多くの人々によっ

て大切に育まれ、そして保存されて

きたことでしょう。これからは私た

ちが次の世代へと大切に守り続けて

いきたいものです。

信達神社のナギ～大阪府天然記念物に～

～泉南のみどり・３～
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東幼稚園� 
東小学校� 

金熊寺 
　トンネル 

�駐在所 

泉佐野岩出線 

阪和自動車道 

�砂川高校 

ＪＲ和泉砂川駅 
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